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与那原町 住宅リフォーム支援事業 募集のご案内

ヒカリ塗装工業

TEL/FAX 098-911-0557
事務所：与那原町字東浜62-33（203）

最高20万
ぜひ、この機会にお問い合わせ下さい。
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総合塗装・防水・改修工事

090-9656-8006
代表者 儀間博光（一級技能士）
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沖縄県知事許可（般）第13543号

日本英語検定協会奨励賞
３年連続受賞
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マリンタウン東浜本校
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みんな元気に
　　　育ってほしい
みんな元気に
　　　育ってほしい



与
那
原
ひ
じ
き
初
収
穫
前
に
安
全
祈
願
す

る
作
業
員
た
ち
＝
３
月
12
日
当
添
漁
港

与那原町
よ な ばる ちょう 所

信
表
明

　
今
年
度
、一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、町
の
税
収
が
増
え
る
一
方
、新
庁
舎
整
備
関
連
事
業

や
子
ど
も
へ
の
支
援
な
ど
扶
助
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、町
政
初
の
１
０
０
億
円
を
超
え
る
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。町
の
将
来
像
を
見
つ
め
な
が
ら
現
在
の
町
を
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
の
か
、照
屋
勉
与
那
原
町
長
は
、３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
定
例
議
会
の
席
上
で
令

和
２
年
度
の
町
長
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

（要旨）

※
文
中
で
は
令
和
２
年
度
を「
今
年
度
」と
し
て
い
ま
す

令
和
２
年
度

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、１
０

１
億
８
千
７
百
万
円
で
、前
年
度
比

13
億
９
千
５
百
万
円
、15
・
９
％
増

で
す
。収
支
の
不
足
分
は
、財
政
調
整

基
金
４
億
９
千
９
百
万
円
余
り
、公

共
施
設
等
整
備
基
金
８
千
万
円
を

取
り
崩
し
て
の
予
算
編
成
で
す
。

■ 

歳
入

　
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比

８
千
６
百
万
円
増
え
て
20
億
６
千

百
万
円
あ
ま
り
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、町
税
で
は
町
民
税
で
２
千

３
百
万
円
、固
定
資
産
税
で
４
千
２

百
万
円
、軽
自
動
車
税
で
１
千
万
円

の
増
、町
た
ば
こ
税
で
２
百
万
円
の

減
で
、前
年
度
比
７
千
３
百
万
円
増

の
17
億
２
千
５
百
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

■ 

歳
出

　
今
回
は
新
庁
舎
整
備
関
連
事
業

に
22
億
９
千
百
万
円
あ
ま
り
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
の
不

登
校
生
徒
の
支
援
を
行
う
た
め
の
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
と
し
て
千

百
万
円
、待
機
児
童
対
策
と
し
て
保

育
園
２
園
の
増
改
築
、小
規
模
保
育

園
１
園
の
開
所
を
予
定
し
、保
育
所

運
営
費
の
増
加
や
社
会
保
障
費
の
自

然
増
な
ど
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
、公

共
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
厳
し
い
予
算
編
成
で
す
。

　
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
公
共

基
本
構
想
実
現
に
向
け
て

令
和
２
年
度
予
算
案
の
概
要

生
活
環
境

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
る
行
政
需

要
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、将

来
を
見
据
え
、財
政
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
事
業
の
効
率
化
な

ど
検
討
を
行
い
、持
続
可
能
で
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
は
、町
制
施
行
70
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
、多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
と
町
政
の
発
展
を
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た「
第
23
回
ふ
る
さ

と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」で
は
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
町
民
の

「
融
和
と
団
結
」が
県
内
外
に
認
め
ら

れ
た
大
変
喜
ば
し
い
年
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、第
２
期
与
那
原
町
創

生
総
合
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。少
子
高
齢
化
の
進

展
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

第
５
次
与
那
原
町
総
合
計
画
に
描

く
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め「
ま

ち
の
創
生
」「
ひ
と
の
創
生
」「
し
ご
と

の
創
生
」を
基
本
に
、地
域
特
性
を
活

か
し
地
域
課
題
を
解
決
し
ま
す
。

■ 

一
括
交
付
金
を
有
効
活
用

　
９
年
目
を
迎
え
る
一
括
交
付
金

は
、従
来
の
補
助
事
業
で
執
行
で
き

な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施

で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
し

た
。今
後
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
検
討
・

審
査
し
、効
果
を
見
な
が
ら
よ
り
よ

い
事
業
を
導
入
し
、残
り
２
年
の
事

業
期
間
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

■  

交
通
対
策

　
本
町
に
と
っ
て
円
滑
な
交
通
体
系

づ
く
り
は
最
重
要
課
題
で
、今
年
度

も
引
き
続
き
、与
那
原
町
地
域
総
合

交
通
戦
略
で
位
置
付
け
た
施
策
具

体
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

■ 

新
庁
舎
整
備
事
業

　
昨
年
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
で
、５
月
に
庁
舎
機
能
を
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。

そ
の
後
旧
庁
舎
を
解
体
、敷
地
を
造

成
し
、今
年
１
月
か
ら
建
設
を
始

め
、今
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
建
設
を
進
め
な
が
ら
、

10
月
以
降
に
外
構
の
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

　
町
民
に
親
し
ま
れ
、町
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
新
庁
舎
・
町
民
ホ
ー
ル
、誰

も
が
使
い
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
し
、

全
て
の
住
民
に
開
か
れ
た
新
庁
舎
・

町
民
ホ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■  

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の

土
地
利
用
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

　
沖
縄
県
が
策
定
し
た「
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、今
後
の
土
地

利
用
計
画
は
、沖
縄
県
と
協
議
を
進

め
な
が
ら
土
地
利
用
の
方
向
性
を
定

め
ま
す
。

　
ま
た
、与
那
原
マ
リ
ー
ナ
周
辺
は

一
大
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
の
核
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
た
め
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
連

動
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

南
側
の
土
地
は
、幹
線
道
路
沿
い
に

位
置
し
、立
地
条
件
が
非
常
に
良
い

場
所
で
す
の
で
、今
年
度
具
体
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
、県
が
新

た
な
事
業
方
式
、財
源
確
保
に
向
け

実
施
し
て
い
る「
沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
の
形
成
に
向
け

た
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官
民
連
携
）導
入
可
能

性
調
査
」の
調
査
結
果
を
注
視
し
、

■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
お
昼
時
間
の
証
明
書
発
行
な
ど
、

窓
口
業
務
や
旅
券
関
連
業
務
を
継

続
し
、常
に
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線

に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
設
置
し
、迅
速
な
発
行
に
努
め
、

さ
ら
に
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

■ 

道
路
の
整
備

　
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路
整
備

事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
用
地

の
購
入
・
物
件
補
償
を
行
い
な
が
ら

一
部
工
事
を
実
施
し
、早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。ま
た
与
原

19
号
線
・
上
与
那
原
19
号
線
の
道
路

整
備
は
、用
地
購
入
と
物
件
補
償
算

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

は
、暫
定
２
車
線
が
早
く
開
通
す
る

よ
う
南
部
国
道
事
務
所
と
協
議
し

ま
す
。

■ 

公
園
の
整
備

　
与
那
古
浜
公
園
は
、ト
ラ
ッ
ク
を

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
て

身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り
後
に

も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。健
康
遊
具
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、利
用
者
の
健
康
づ
く
り
と
公

園
の
利
用
を
進
め
ま
す
。

■ 

都
市
計
画

　
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
で
新

た
な
区
域
区
分
を
見
直
し
、市
街
化

調
整
区
域
で
の
緩
和
区
域
や
地
区
計

画
の
設
定
な
ど
、本
町
の
実
情
に
沿
っ

た
市
街
化
区
域
の
拡
大
を
し
ま
す
。

■ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
で
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
76
％
、接
続
率
は
約
75
％

と
な
り
、整
備
率
で
２
％
の
ア
ッ
プ
で

す
。今
後
も
引
き
続
き
公
共
下
水
道

へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別
訪
問
や
接

続
補
助
に
加
え
、各
種
関
係
団
体
と

の
連
携
と
広
報
活
動
の
強
化
で
、周

知
徹
底
、支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、接
続
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
上
与
那
原
地
区
の
汚

水
管
布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
前
年

度
に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管

布
設
工
事
で
す
。

■ 

水
道
事
業

　
今
年
度
の
水
道
事
業
は
、大
見
武

地
区
で
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
、

上
与
那
原
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、漏
水
対

策
の
強
化
も
同
時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
施
設
を

整
備
し
健
全
な
経
営
基
盤
に
基
づ

き
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、空
き
家
待

ち
入
居
募
集
で
は
、引
き
続
き
低
所

得
者
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、ほ
か
住

宅
困
窮
者
へ
優
先
し
て
入
居
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、町
営
住
宅
の
施
設
管
理
は
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、設
備
機
器
の
更
新
や
施
設
の

修
繕
・
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
加
え
、財
政
支

出
を
な
だ
ら
か
に
し
、財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
、高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た

住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2
年平均気温　23．4℃
年間降水量　2159mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ・
　　　　ヨナあるいはユナ）による。「ハル」
　　　　は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

町の人口（２月29日現在・カッコ内は前月末比）
　男　　　9,764 （+  1）
　女　　 10,254 （－11）
　計　　 20,018 （－10）
世帯数　　8,373 （±  0）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

調
査
結
果
の
住
民
説
明
会
な
ど
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
与
那

原
町
独
自
の
計
画
も
踏
ま
え
、事
業

主
体
で
あ
る
沖
縄
県
と
の
連
携
を
図

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
建
設
に
伴
い
心
配
さ

れ
る
交
通
渋
滞
・
防
犯
・
防
災
・
環
境

対
策
な
ど
の
課
題
は
、沖
縄
県
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
、対
応
策
を
協

議
し
ま
す
。
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与
那
原
ひ
じ
き
初
収
穫
前
に
安
全
祈
願
す

る
作
業
員
た
ち
＝
３
月
12
日
当
添
漁
港

与那原町
よ な ばる ちょう 所

信
表
明

　
今
年
度
、一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、町
の
税
収
が
増
え
る
一
方
、新
庁
舎
整
備
関
連
事
業

や
子
ど
も
へ
の
支
援
な
ど
扶
助
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、町
政
初
の
１
０
０
億
円
を
超
え
る
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。町
の
将
来
像
を
見
つ
め
な
が
ら
現
在
の
町
を
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
の
か
、照
屋
勉
与
那
原
町
長
は
、３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
定
例
議
会
の
席
上
で
令

和
２
年
度
の
町
長
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

（要旨）

※

文
中
で
は
令
和
２
年
度
を「
今
年
度
」と
し
て
い
ま
す

令
和
２
年
度

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、１
０

１
億
８
千
７
百
万
円
で
、前
年
度
比

13
億
９
千
５
百
万
円
、15
・
９
％
増

で
す
。収
支
の
不
足
分
は
、財
政
調
整

基
金
４
億
９
千
９
百
万
円
余
り
、公

共
施
設
等
整
備
基
金
８
千
万
円
を

取
り
崩
し
て
の
予
算
編
成
で
す
。

■ 

歳
入

　
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比

８
千
６
百
万
円
増
え
て
20
億
６
千

百
万
円
あ
ま
り
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、町
税
で
は
町
民
税
で
２
千

３
百
万
円
、固
定
資
産
税
で
４
千
２

百
万
円
、軽
自
動
車
税
で
１
千
万
円

の
増
、町
た
ば
こ
税
で
２
百
万
円
の

減
で
、前
年
度
比
７
千
３
百
万
円
増

の
17
億
２
千
５
百
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

■ 

歳
出

　
今
回
は
新
庁
舎
整
備
関
連
事
業

に
22
億
９
千
百
万
円
あ
ま
り
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
の
不

登
校
生
徒
の
支
援
を
行
う
た
め
の
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
と
し
て
千

百
万
円
、待
機
児
童
対
策
と
し
て
保

育
園
２
園
の
増
改
築
、小
規
模
保
育

園
１
園
の
開
所
を
予
定
し
、保
育
所

運
営
費
の
増
加
や
社
会
保
障
費
の
自

然
増
な
ど
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
、公

共
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
厳
し
い
予
算
編
成
で
す
。

　
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
公
共

基
本
構
想
実
現
に
向
け
て

令
和
２
年
度
予
算
案
の
概
要

生
活
環
境

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
る
行
政
需

要
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、将

来
を
見
据
え
、財
政
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
事
業
の
効
率
化
な

ど
検
討
を
行
い
、持
続
可
能
で
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
は
、町
制
施
行
70
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
、多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
と
町
政
の
発
展
を
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た「
第
23
回
ふ
る
さ

と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」で
は
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
町
民
の

「
融
和
と
団
結
」が
県
内
外
に
認
め
ら

れ
た
大
変
喜
ば
し
い
年
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、第
２
期
与
那
原
町
創

生
総
合
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。少
子
高
齢
化
の
進

展
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

第
５
次
与
那
原
町
総
合
計
画
に
描

く
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め「
ま

ち
の
創
生
」「
ひ
と
の
創
生
」「
し
ご
と

の
創
生
」を
基
本
に
、地
域
特
性
を
活

か
し
地
域
課
題
を
解
決
し
ま
す
。

■ 

一
括
交
付
金
を
有
効
活
用

　
９
年
目
を
迎
え
る
一
括
交
付
金

は
、従
来
の
補
助
事
業
で
執
行
で
き

な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施

で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
し

た
。今
後
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
検
討
・

審
査
し
、効
果
を
見
な
が
ら
よ
り
よ

い
事
業
を
導
入
し
、残
り
２
年
の
事

業
期
間
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

■  

交
通
対
策

　
本
町
に
と
っ
て
円
滑
な
交
通
体
系

づ
く
り
は
最
重
要
課
題
で
、今
年
度

も
引
き
続
き
、与
那
原
町
地
域
総
合

交
通
戦
略
で
位
置
付
け
た
施
策
具

体
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

■ 
新
庁
舎
整
備
事
業

　
昨
年
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
で
、５
月
に
庁
舎
機
能
を
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。

そ
の
後
旧
庁
舎
を
解
体
、敷
地
を
造

成
し
、今
年
１
月
か
ら
建
設
を
始

め
、今
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
建
設
を
進
め
な
が
ら
、

10
月
以
降
に
外
構
の
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

　
町
民
に
親
し
ま
れ
、町
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
新
庁
舎
・
町
民
ホ
ー
ル
、誰

も
が
使
い
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
し
、

全
て
の
住
民
に
開
か
れ
た
新
庁
舎
・

町
民
ホ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■  
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の

土
地
利
用
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

　
沖
縄
県
が
策
定
し
た「
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、今
後
の
土
地

利
用
計
画
は
、沖
縄
県
と
協
議
を
進

め
な
が
ら
土
地
利
用
の
方
向
性
を
定

め
ま
す
。

　
ま
た
、与
那
原
マ
リ
ー
ナ
周
辺
は

一
大
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
の
核
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
た
め
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
連

動
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

南
側
の
土
地
は
、幹
線
道
路
沿
い
に

位
置
し
、立
地
条
件
が
非
常
に
良
い

場
所
で
す
の
で
、今
年
度
具
体
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
、県
が
新

た
な
事
業
方
式
、財
源
確
保
に
向
け

実
施
し
て
い
る「
沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
の
形
成
に
向
け

た
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官
民
連
携
）導
入
可
能

性
調
査
」の
調
査
結
果
を
注
視
し
、

■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
お
昼
時
間
の
証
明
書
発
行
な
ど
、

窓
口
業
務
や
旅
券
関
連
業
務
を
継

続
し
、常
に
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線

に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
設
置
し
、迅
速
な
発
行
に
努
め
、

さ
ら
に
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

■ 

道
路
の
整
備

　
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路
整
備

事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
用
地

の
購
入
・
物
件
補
償
を
行
い
な
が
ら

一
部
工
事
を
実
施
し
、早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。ま
た
与
原

19
号
線
・
上
与
那
原
19
号
線
の
道
路

整
備
は
、用
地
購
入
と
物
件
補
償
算

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

は
、暫
定
２
車
線
が
早
く
開
通
す
る

よ
う
南
部
国
道
事
務
所
と
協
議
し

ま
す
。

■ 

公
園
の
整
備

　
与
那
古
浜
公
園
は
、ト
ラ
ッ
ク
を

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
て

身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り
後
に

も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。健
康
遊
具
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、利
用
者
の
健
康
づ
く
り
と
公

園
の
利
用
を
進
め
ま
す
。

■ 

都
市
計
画

　
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
で
新

た
な
区
域
区
分
を
見
直
し
、市
街
化

調
整
区
域
で
の
緩
和
区
域
や
地
区
計

画
の
設
定
な
ど
、本
町
の
実
情
に
沿
っ

た
市
街
化
区
域
の
拡
大
を
し
ま
す
。

■ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
で
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
76
％
、接
続
率
は
約
75
％

と
な
り
、整
備
率
で
２
％
の
ア
ッ
プ
で

す
。今
後
も
引
き
続
き
公
共
下
水
道

へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別
訪
問
や
接

続
補
助
に
加
え
、各
種
関
係
団
体
と

の
連
携
と
広
報
活
動
の
強
化
で
、周

知
徹
底
、支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、接
続
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
上
与
那
原
地
区
の
汚

水
管
布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
前
年

度
に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管

布
設
工
事
で
す
。

■ 

水
道
事
業

　
今
年
度
の
水
道
事
業
は
、大
見
武

地
区
で
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
、

上
与
那
原
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、漏
水
対

策
の
強
化
も
同
時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
施
設
を

整
備
し
健
全
な
経
営
基
盤
に
基
づ

き
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、空
き
家
待

ち
入
居
募
集
で
は
、引
き
続
き
低
所

得
者
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、ほ
か
住

宅
困
窮
者
へ
優
先
し
て
入
居
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、町
営
住
宅
の
施
設
管
理
は
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、設
備
機
器
の
更
新
や
施
設
の

修
繕
・
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
加
え
、財
政
支

出
を
な
だ
ら
か
に
し
、財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
、高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た

住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2
年平均気温　23．4℃
年間降水量　2159mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ・
　　　　ヨナあるいはユナ）による。「ハル」
　　　　は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

町の人口（２月29日現在・カッコ内は前月末比）
　男　　　9,764 （+  1）
　女　　 10,254 （－11）
　計　　 20,018 （－10）
世帯数　　8,373 （±  0）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

調
査
結
果
の
住
民
説
明
会
な
ど
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
与
那

原
町
独
自
の
計
画
も
踏
ま
え
、事
業

主
体
で
あ
る
沖
縄
県
と
の
連
携
を
図

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
建
設
に
伴
い
心
配
さ

れ
る
交
通
渋
滞
・
防
犯
・
防
災
・
環
境

対
策
な
ど
の
課
題
は
、沖
縄
県
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
、対
応
策
を
協

議
し
ま
す
。
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■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
お
昼
時
間
の
証
明
書
発
行
な
ど
、

窓
口
業
務
や
旅
券
関
連
業
務
を
継

続
し
、常
に
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線

に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
設
置
し
、迅
速
な
発
行
に
努
め
、

さ
ら
に
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

■ 

道
路
の
整
備

　
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路
整
備

事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
用
地

の
購
入
・
物
件
補
償
を
行
い
な
が
ら

一
部
工
事
を
実
施
し
、早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。ま
た
与
原

19
号
線
・
上
与
那
原
19
号
線
の
道
路

整
備
は
、用
地
購
入
と
物
件
補
償
算

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

は
、暫
定
２
車
線
が
早
く
開
通
す
る

よ
う
南
部
国
道
事
務
所
と
協
議
し

ま
す
。

■ 

公
園
の
整
備

　
与
那
古
浜
公
園
は
、ト
ラ
ッ
ク
を

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
て

身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り
後
に

も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。健
康
遊
具
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、利
用
者
の
健
康
づ
く
り
と
公

園
の
利
用
を
進
め
ま
す
。

■ 

都
市
計
画

　
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
で
新

た
な
区
域
区
分
を
見
直
し
、市
街
化

調
整
区
域
で
の
緩
和
区
域
や
地
区
計

画
の
設
定
な
ど
、本
町
の
実
情
に
沿
っ

た
市
街
化
区
域
の
拡
大
を
し
ま
す
。

■ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
で
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
76
％
、接
続
率
は
約
75
％

と
な
り
、整
備
率
で
２
％
の
ア
ッ
プ
で

す
。今
後
も
引
き
続
き
公
共
下
水
道

へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別
訪
問
や
接

続
補
助
に
加
え
、各
種
関
係
団
体
と

の
連
携
と
広
報
活
動
の
強
化
で
、周

知
徹
底
、支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、接
続
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
上
与
那
原
地
区
の
汚

水
管
布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
前
年

度
に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管

布
設
工
事
で
す
。

■ 

水
道
事
業

　
今
年
度
の
水
道
事
業
は
、大
見
武

地
区
で
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
、

上
与
那
原
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、漏
水
対

策
の
強
化
も
同
時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
施
設
を

整
備
し
健
全
な
経
営
基
盤
に
基
づ

き
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、空
き
家
待

ち
入
居
募
集
で
は
、引
き
続
き
低
所

得
者
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、ほ
か
住

宅
困
窮
者
へ
優
先
し
て
入
居
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、町
営
住
宅
の
施
設
管
理
は
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、設
備
機
器
の
更
新
や
施
設
の

修
繕
・
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
加
え
、財
政
支

出
を
な
だ
ら
か
に
し
、財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
、高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た

住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

産

　業

社
会
保
障

■ 

農
業
振
興

　
本
町
で
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
で
遊

休
農
地
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。今

後
は「
営
農
意
向
調
査
」で
現
状
を

詳
し
く
把
握
し
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
や
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

農
業
関
係
機
関
と
と
も
に
、若
い
農

業
従
事
者
や
地
域
の
核
と
な
る
べ
き

農
業
従
事
者
へ
遊
休
農
地
な
ど
の
活

用
を
進
め
、地
域
農
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

■ 

水
産
業
振
興

　
継
続
し
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超

え
て
い
た
ソ
デ
イ
カ
の
漁
獲
量
が
昨

年
は
５
３
９
ト
ン
で
県
内
１
位
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、本
町
で
は
初
と
な

る
中
層
型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に

１
基
設
置
し
た
こ
と
で
マ
グ
ロ
な
ど

の
漁
獲
量
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
は
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
と
と
も
に

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
水
産
業
を
振

興
し
ま
す
。

■ 

商
工
業
の
振
興

　
商
工
会
へ
の
育
成
補
助
や
町
内
事

業
者
の
優
先
活
用
に
よ
る
中
小
企
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
地

元
生
産
者
の
生
産
意
欲
と
技
術
向

上
を
促
し
、販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る

た
め
、特
産
品
認
定
を
進
め
ま
す
。ま

た
、良
好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地

場
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄

赤
瓦
使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
継

続
し
、地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・レ
ン

ガ
な
ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」に
基
づ
き
現
況
調
査
を

実
施
し
、そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、事
業
者
の
方
々
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
し
ま
す
。

■ 

観
光
振
興

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
と
し
、計
画
期
間

３
年
目
の
今
年
も
こ
の
３
本
柱
を
中

心
に
進
め
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
会
場
を
２
箇
所
に

拡
大
し
て
開
催
し
た
与
那
原
大
綱

曳
ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、そ

の
魅
力
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

「
与
那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
の
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

民
間
事
業
者
を
主
体
に
地
域
が
連

携
し
て
行
う
東
浜
水
路
を
活
か
し
た

水
辺
イ
ベ
ン
ト
が
主
催
者
単
独
で
行

え
る
よ
う
定
着
化
を
進
め
ま
す
。さ

ら
に
、昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
観

光
意
識
調
査
も
継
続
し
、町
民
や
町

内
企
業
の
皆
さ
ん
の
声
も
反
映
し
た

観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

■ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
た
め
、中
城
湾
地
域
を
魅
力
的

な
拠
点
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
作
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

地
域
福
祉

　
昨
年
10
月
か
ら
、高
齢
者
や
障
が

い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
巡
回
型
町

内
バ
ス
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
し
、今
後
の
方
向

性
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
し

ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、要
介
護
状
態
に

な
って
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
と
関
係

機
関
と
と
も
に
地
域
の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
施
策
は
、地
域
の
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
な

ど
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

各
種
施
策
の
推
進
拡
充
に
努
め
ま

す
。ま
た
、就
労
な
ど
の
積
極
的
な
支

援
の
充
実
を
図
り
、お
互
い
に
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
年
金
施
策
と
し
て
は
、年
金
制
度

の
普
及
に
つ
と
め
、適
切
な
手
続
き

が
取
ら
れ
る
よ
う
、支
援
し
ま
す
。

■ 

公
立
幼
稚
園
で

３
歳
児
保
育
開
始

　
今
年
度
は
、第
二
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」を

尊
重
し
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

に
努
め
ま
す
。

　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、現

在
あ
る
保
育
園
の
増
改
築
を
図
る
と

と
も
に
保
育
士
確
保
策
を
講
じ
、定

員
増
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ふ
る
さ
と

基
金
を
活
用
し
た
保
育
士
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
保
育
士
を

目
指
す
学
生
を
経
済
的
に
支
援
し
ま

す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
幼
児

教
育
保
育
の
無
償
化
制
度
は
、３
歳

か
ら
の
す
べ
て
の
児
童
に
対
し
、教

育
・
保
育
を
保
障
す
る
た
め
、今
年

度
か
ら
公
立
幼
稚
園
で
３
年
保
育

を
開
始
し
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
に
、時

に
は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援

が
必
要
で
す
の
で
、町
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
を
中
心
に
、各
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
や
家

庭
を
早
く
把
握
し
、問
題
の
深
刻
化

防
止
に
努
め
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、糖
尿
病
に
よ
る
透
析
導
入
を

予
防
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
い
多
く
の
訪
日

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、前
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、十
分

な
抗
体
が
な
い
と
判
明
し
た
対
象
者

に
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
平
成
30
年

度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご

と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決

定・徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う
、「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に
見

直
さ
れ
、こ
れ
で
安
定
的
な
国
保
運
営

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
納
付
金
の
主
な

財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
は
、県

が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考
に
保

険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
も
被
保
険
者
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を
踏

ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
町
民
に
身
近
な
市

町
村
が
窓
口
で
す
の
で
、高
齢
者
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
窓
口
対
応
に

努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
を
対
象
に

各
区
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
へ

の
看
護
師
派
遣
と
健
康
運
動
教
室

を
続
け「
健
康
寿
命
」が
延
ば
せ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。
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■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
お
昼
時
間
の
証
明
書
発
行
な
ど
、

窓
口
業
務
や
旅
券
関
連
業
務
を
継

続
し
、常
に
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線

に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
設
置
し
、迅
速
な
発
行
に
努
め
、

さ
ら
に
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

■ 

道
路
の
整
備

　
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路
整
備

事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
用
地

の
購
入
・
物
件
補
償
を
行
い
な
が
ら

一
部
工
事
を
実
施
し
、早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。ま
た
与
原

19
号
線
・
上
与
那
原
19
号
線
の
道
路

整
備
は
、用
地
購
入
と
物
件
補
償
算

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

は
、暫
定
２
車
線
が
早
く
開
通
す
る

よ
う
南
部
国
道
事
務
所
と
協
議
し

ま
す
。

■ 

公
園
の
整
備

　
与
那
古
浜
公
園
は
、ト
ラ
ッ
ク
を

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
て

身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り
後
に

も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。健
康
遊
具
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、利
用
者
の
健
康
づ
く
り
と
公

園
の
利
用
を
進
め
ま
す
。

■ 

都
市
計
画

　
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
で
新

た
な
区
域
区
分
を
見
直
し
、市
街
化

調
整
区
域
で
の
緩
和
区
域
や
地
区
計

画
の
設
定
な
ど
、本
町
の
実
情
に
沿
っ

た
市
街
化
区
域
の
拡
大
を
し
ま
す
。

■ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
で
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
76
％
、接
続
率
は
約
75
％

と
な
り
、整
備
率
で
２
％
の
ア
ッ
プ
で

す
。今
後
も
引
き
続
き
公
共
下
水
道

へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別
訪
問
や
接

続
補
助
に
加
え
、各
種
関
係
団
体
と

の
連
携
と
広
報
活
動
の
強
化
で
、周

知
徹
底
、支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、接
続
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
上
与
那
原
地
区
の
汚

水
管
布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
前
年

度
に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管

布
設
工
事
で
す
。

■ 

水
道
事
業

　
今
年
度
の
水
道
事
業
は
、大
見
武

地
区
で
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
、

上
与
那
原
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、漏
水
対

策
の
強
化
も
同
時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
施
設
を

整
備
し
健
全
な
経
営
基
盤
に
基
づ

き
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、空
き
家
待

ち
入
居
募
集
で
は
、引
き
続
き
低
所

得
者
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、ほ
か
住

宅
困
窮
者
へ
優
先
し
て
入
居
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、町
営
住
宅
の
施
設
管
理
は
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、設
備
機
器
の
更
新
や
施
設
の

修
繕
・
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
加
え
、財
政
支

出
を
な
だ
ら
か
に
し
、財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
、高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た

住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

産

　業

社
会
保
障

■ 

農
業
振
興

　
本
町
で
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
で
遊

休
農
地
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。今

後
は「
営
農
意
向
調
査
」で
現
状
を

詳
し
く
把
握
し
な
が
ら
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
や
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

農
業
関
係
機
関
と
と
も
に
、若
い
農

業
従
事
者
や
地
域
の
核
と
な
る
べ
き

農
業
従
事
者
へ
遊
休
農
地
な
ど
の
活

用
を
進
め
、地
域
農
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

■ 

水
産
業
振
興

　
継
続
し
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超

え
て
い
た
ソ
デ
イ
カ
の
漁
獲
量
が
昨

年
は
５
３
９
ト
ン
で
県
内
１
位
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、本
町
で
は
初
と
な

る
中
層
型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に

１
基
設
置
し
た
こ
と
で
マ
グ
ロ
な
ど

の
漁
獲
量
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
は
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
と
と
も
に

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
水
産
業
を
振

興
し
ま
す
。

■ 

商
工
業
の
振
興

　
商
工
会
へ
の
育
成
補
助
や
町
内
事

業
者
の
優
先
活
用
に
よ
る
中
小
企
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
地

元
生
産
者
の
生
産
意
欲
と
技
術
向

上
を
促
し
、販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る

た
め
、特
産
品
認
定
を
進
め
ま
す
。ま

た
、良
好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地

場
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄

赤
瓦
使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
継

続
し
、地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・レ
ン

ガ
な
ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」に
基
づ
き
現
況
調
査
を

実
施
し
、そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、事
業
者
の
方
々
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
し
ま
す
。

■ 

観
光
振
興

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
と
し
、計
画
期
間

３
年
目
の
今
年
も
こ
の
３
本
柱
を
中

心
に
進
め
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
会
場
を
２
箇
所
に

拡
大
し
て
開
催
し
た
与
那
原
大
綱

曳
ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、そ

の
魅
力
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

「
与
那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
の
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

民
間
事
業
者
を
主
体
に
地
域
が
連

携
し
て
行
う
東
浜
水
路
を
活
か
し
た

水
辺
イ
ベ
ン
ト
が
主
催
者
単
独
で
行

え
る
よ
う
定
着
化
を
進
め
ま
す
。さ

ら
に
、昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
観

光
意
識
調
査
も
継
続
し
、町
民
や
町

内
企
業
の
皆
さ
ん
の
声
も
反
映
し
た

観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

■ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
た
め
、中
城
湾
地
域
を
魅
力
的

な
拠
点
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
作
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

地
域
福
祉

　
昨
年
10
月
か
ら
、高
齢
者
や
障
が

い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
巡
回
型
町

内
バ
ス
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
し
、今
後
の
方
向

性
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
し

ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、要
介
護
状
態
に

な
って
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
と
関
係

機
関
と
と
も
に
地
域
の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
施
策
は
、地
域
の
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
な

ど
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

各
種
施
策
の
推
進
拡
充
に
努
め
ま

す
。ま
た
、就
労
な
ど
の
積
極
的
な
支

援
の
充
実
を
図
り
、お
互
い
に
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
年
金
施
策
と
し
て
は
、年
金
制
度

の
普
及
に
つ
と
め
、適
切
な
手
続
き

が
取
ら
れ
る
よ
う
、支
援
し
ま
す
。

■ 

公
立
幼
稚
園
で

３
歳
児
保
育
開
始

　
今
年
度
は
、第
二
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」を

尊
重
し
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

に
努
め
ま
す
。

　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、現

在
あ
る
保
育
園
の
増
改
築
を
図
る
と

と
も
に
保
育
士
確
保
策
を
講
じ
、定

員
増
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ふ
る
さ
と

基
金
を
活
用
し
た
保
育
士
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
保
育
士
を

目
指
す
学
生
を
経
済
的
に
支
援
し
ま

す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
幼
児

教
育
保
育
の
無
償
化
制
度
は
、３
歳

か
ら
の
す
べ
て
の
児
童
に
対
し
、教

育
・
保
育
を
保
障
す
る
た
め
、今
年

度
か
ら
公
立
幼
稚
園
で
３
年
保
育

を
開
始
し
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
に
、時

に
は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援

が
必
要
で
す
の
で
、町
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
を
中
心
に
、各
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
や
家

庭
を
早
く
把
握
し
、問
題
の
深
刻
化

防
止
に
努
め
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、糖
尿
病
に
よ
る
透
析
導
入
を

予
防
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
い
多
く
の
訪
日

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、前
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、十
分

な
抗
体
が
な
い
と
判
明
し
た
対
象
者

に
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
平
成
30
年

度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご

と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決

定・徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う
、「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に
見

直
さ
れ
、こ
れ
で
安
定
的
な
国
保
運
営

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
納
付
金
の
主
な

財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
は
、県

が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考
に
保

険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
も
被
保
険
者
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を
踏

ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
町
民
に
身
近
な
市

町
村
が
窓
口
で
す
の
で
、高
齢
者
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
窓
口
対
応
に

努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
を
対
象
に

各
区
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
へ

の
看
護
師
派
遣
と
健
康
運
動
教
室

を
続
け「
健
康
寿
命
」が
延
ば
せ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。
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■ 

地
域
福
祉

　
昨
年
10
月
か
ら
、高
齢
者
や
障
が

い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
巡
回
型
町

内
バ
ス
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
し
、今
後
の
方
向

性
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
し

ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、要
介
護
状
態
に

な
って
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
と
関
係

機
関
と
と
も
に
地
域
の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
施
策
は
、地
域
の
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
な

ど
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

各
種
施
策
の
推
進
拡
充
に
努
め
ま

す
。ま
た
、就
労
な
ど
の
積
極
的
な
支

援
の
充
実
を
図
り
、お
互
い
に
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
年
金
施
策
と
し
て
は
、年
金
制
度

の
普
及
に
つ
と
め
、適
切
な
手
続
き

が
取
ら
れ
る
よ
う
、支
援
し
ま
す
。

■ 

公
立
幼
稚
園
で

３
歳
児
保
育
開
始

　
今
年
度
は
、第
二
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」を

尊
重
し
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

に
努
め
ま
す
。

　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、現

在
あ
る
保
育
園
の
増
改
築
を
図
る
と

と
も
に
保
育
士
確
保
策
を
講
じ
、定

員
増
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ふ
る
さ
と

基
金
を
活
用
し
た
保
育
士
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
保
育
士
を

目
指
す
学
生
を
経
済
的
に
支
援
し
ま

す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
幼
児

教
育
保
育
の
無
償
化
制
度
は
、３
歳

か
ら
の
す
べ
て
の
児
童
に
対
し
、教

育
・
保
育
を
保
障
す
る
た
め
、今
年

度
か
ら
公
立
幼
稚
園
で
３
年
保
育

を
開
始
し
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
に
、時

に
は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援

が
必
要
で
す
の
で
、町
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
を
中
心
に
、各
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
や
家

庭
を
早
く
把
握
し
、問
題
の
深
刻
化

防
止
に
努
め
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、糖
尿
病
に
よ
る
透
析
導
入
を

予
防
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
い
多
く
の
訪
日

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、前
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、十
分

な
抗
体
が
な
い
と
判
明
し
た
対
象
者

に
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
平
成
30
年

度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご

と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決

定・徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う
、「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に
見

直
さ
れ
、こ
れ
で
安
定
的
な
国
保
運
営

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
納
付
金
の
主
な

財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
は
、県

が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考
に
保

険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
も
被
保
険
者
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を
踏

ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
町
民
に
身
近
な
市

町
村
が
窓
口
で
す
の
で
、高
齢
者
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
窓
口
対
応
に

努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
を
対
象
に

各
区
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
へ

の
看
護
師
派
遣
と
健
康
運
動
教
室

を
続
け「
健
康
寿
命
」が
延
ば
せ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■ 

消
防
体
制

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、さ
ら
に
消
防
体
制
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。ま
た
、東
部
消
防
本
部

庁
舎
・
訓
練
塔
な
ど
の
老
朽
化
に
伴

う
施
設
建
て
替
え
は
関
係
機
関
と
連

携
し
て
行
い
ま
す
。

■ 

防
災
・
減
災
対
策

　
今
年
度
も
地
震
・
津
波
防
災
避
難

訓
練
を
各
区
の
自
主
防
災
組
織
や

関
係
機
関
と
と
も
に
実
施
し
ま
す
。

備
蓄
食
料
や
飲
料
水
、備
蓄
品
等

は
、一
括
交
付
金
事
業
や
沖
縄
観
光

防
災
力
強
化
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
し
、整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
起

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
等
を
教
訓
に

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

■ 

防
犯
対
策

　
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
実
現

に
向
け
、与
那
原
地
区
防
犯
協
会
や

与
那
原
警
察
署
、関
係
機
関
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ら
に
防
犯
啓

蒙
活
動
を
し
ま
す
。ま
た
、パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な

運
営
に
努
め
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

■ 

交
通
安
全

　
今
年
度
も
危
険
箇
所
で
の
交
通
安

全
対
策
や
老
朽
化
し
た
交
通
安
全

施
設
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。ま
た
、与

那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
や
与
那

原
警
察
署
、学
校
関
係
者
や
地
域
の

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、交
通
安
全
啓
蒙
活
動
や

飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

環
境
衛
生

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
強

化
、温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
り

な
が
ら
循
環
型
社
会
形
成
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、南
部
広
域
行
政
組

■ 

教
育
行
政
全
般
の
充
実

　
教
育
は
人
格
の
完
成
を
目
指
す
と

と
も
に
、将
来
の
社
会
を
担
う
た
め

の
知
識
や
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育

成
を
目
的
に
、そ
の
方
針
を「
与
那
原

町
教
育
大
綱
」に
定
め
て
い
ま
す
。今

年
度
も
大
綱
の
各
施
策
を
着
実
に
進

め
学
校
教
育
の
充
実
、人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
生
涯
学
習
の

環
境
作
り
に
努
め
ま
す
。

■ 

学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
分
野
は
、将
来
を
担
う

児
童
生
徒
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の

も
と
学
習
や
運
動
に
励
み
、「
知
・
徳
・

体
」が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
く
よ

う
、教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、教
職
員
の
研
修
で
指
導
力

を
向
上
さ
せ
、「
学
習
支
援
員
」を
継

続
し
て
配
置
し
て
、児
童
生
徒
の
学

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、個
に
応
じ
き
め
細
や
か
に
指
導

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、小
中
学
校
へ
設
置
し
た

電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用

し
て「
分
か
る
授
業
」を
展
開
し
、授

業
効
果
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
町
立
学
校
に「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」を
継
続
し
て
配
置
し
、関
係

機
関
や
学
校
、関
係
部
署
と
連
携
し

て
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然
防

止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

要
因
で
不
登
校
と
な
っ
た
生
徒
へ
、

学
校
以
外
の
場
所
で
学
べ
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、き
め

細
や
か
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め
に
、「
特
別
支
援
学
級
・
通

級
指
導
教
室
」を
充
実
さ
せ「
特
別

支
援
教
育
支
援
員
」「
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
継
続
し
て

配
置
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
は
、昨
年
度
か
ら
就
学

援
助
の
基
準
を
拡
充
し
、新
入
学
学

用
品
費
に
か
か
る
援
助
を
小
・
中
学

校
と
も
入
学
前
に
支
給
し
て
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、沖
縄
県
子
育
て
総
合
支
援

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
た
就
学
援

助
世
帯
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
で

あ
る
無
料
塾
の
連
携
充
実
も
図
り

ま
す
。

　「
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
」や

「
検
定
補
助
」も
続
け
、効
果
的
に
活

用
し
て
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　
各
支
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
の
連

携
を
密
に
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
教
育

懇
談
会
の
活
性
化
を
図
り
、地
域
・

家
庭
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
家
庭

教
育
力
、地
域
教
育
力
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

■ 

学
校
給
食

　
学
校
給
食
は
、児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
を
め
ざ
し
、児
童
生

徒
の
食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
適

切
な
判
断
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、学
校
給
食
を
通
し
て
総
合
的
で

実
践
的
な「
食
育
教
育
」の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
充
実
と
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、民
間
業
者
の

経
験
を
活
か
し
、学
校
給
食
の
調

理
、食
器
な
ど
の
洗
浄
、配
送
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
衛

生
・
安
全
管
理
、メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
食
材
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に「
学

校
給
食
だ
よ
り
」で
主
な
生
産
地
を

公
表
し
つ
つ
、最
善
な
方
法
で
、安
全

で
安
心
な
食
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
学
校
給
食
費
の
徴
収
は
、引
き
続

き
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
、収
納
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

社
会
教
育
　
　

文
化
・ス
ポ
ー
ツ  

　 

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
全
て
の
町
民

が
学
び
続
け
る「
生
涯
学
習
」を
支

援
し
、学
ぶ
楽
し
さ
を
と
お
し
た
生

き
甲
斐
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た

め
、町
内
体
育
施
設
等
を
積
極
的
に

開
放
し
、各
団
体
と
連
携
・
支
援
し
、

指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、平
成
28
〜

30
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
の

報
告
書
を
随
時
発
刊
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
発
刊
で
、与
那
原
バ
イ
パ

ス
事
業
に
関
連
す
る
発
掘
調
査
に
関

す
る
事
業
が
完
結
で
す
。ま
た
今
年

度
も
親
川
拝
所
広
場
整
備
事
業
を

進
め
ま
す
。引
き
続
き
国
民
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
、活
用
に
努

め
ま
す
。

　
町
史
編
集
事
業
で
は
、来
年
度
末

発
刊
予
定
の『
図
説
編
　
与
那
原
の

自
然
と
人
』の
完
成
に
む
け
、昨
年
度

に
引
き
続
き
調
査
・
編
集
な
ど
を
行

い
ま
す
。ま
た
、平
和
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・

慰
霊
の
日
合
同
企
画
展
」を
開
催
し
、

体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄
れ
ゆ
く

沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
努

め
ま
す
。

　
綱
曳
資
料
館
は
、今
年
度
中
で
の

取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

「
大
綱
曳
の
ま
ち
宣
言
」の
一
文「
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
与
那
原
大
綱
曳
を

町
民
の
誇
り
と
し
、町
の
象
徴
と
し
て

継
承
発
展
さ
せ
て
い
く
」精
神
に
基
づ

き
、伝
統
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
と
与
那
原
大
綱
曳
の
魅
力
を
町
内

外
に
発
信
す
る
た
め
、新
た
な
綱
曳

資
料
館
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
立
図
書
館
は
、地
域
の
方
々
が

最
も
よ
く
利
用
す
る
公
共
施
設
で
、

「
図
書
館
は
知
識
の
泉
」と
も
言
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、町
民
の
財
産
と
な
る

資
料
や
情
報
の
収
集
・
提
供
で
、町
民

の
教
養
や
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る

た
め
の
情
報
拠
点
と
し
て
、機
能
充

実
を
図
り
ま
す
。

　「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」は
、今
年
度
よ
り
３
名
に
増
員

し
、地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
両
小

学
校
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
配

置
し
、地
域
全
体
で
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、学
校
、家
庭

を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
た
め
、与
那
原
町
青
少
年
健
全
育

成
町
民
会
議
な
ど
の
関
係
機
関
、団

体
と
連
携
し
、子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
改
善
、課
題
解
決
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、実
務

者
研
修
会
の
開
催
や
啓
蒙
活
動
を

強
化
し
ま
す
。

■ 

国
際
交
流

　
海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成

事
業
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
２
名

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
。

合
と
連
携
し
、最
終
処
分
場
を
適
正

に
運
営
し
、焼
却
施
設
の
一
元
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
東
浜
水
路
の
水
質
も
、観
光
活
用

を
視
野
に
沖
縄
県
や
西
原
町
と
連

携
・
協
議
し
な
が
ら
浄
化
を
目
指
し

ま
す
。
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■ 

地
域
福
祉

　
昨
年
10
月
か
ら
、高
齢
者
や
障
が

い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
巡
回
型
町

内
バ
ス
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
し
、今
後
の
方
向

性
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
し

ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、要
介
護
状
態
に

な
って
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
と
関
係

機
関
と
と
も
に
地
域
の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
施
策
は
、地
域
の
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
な

ど
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

各
種
施
策
の
推
進
拡
充
に
努
め
ま

す
。ま
た
、就
労
な
ど
の
積
極
的
な
支

援
の
充
実
を
図
り
、お
互
い
に
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
年
金
施
策
と
し
て
は
、年
金
制
度

の
普
及
に
つ
と
め
、適
切
な
手
続
き

が
取
ら
れ
る
よ
う
、支
援
し
ま
す
。

■ 

公
立
幼
稚
園
で

３
歳
児
保
育
開
始

　
今
年
度
は
、第
二
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」を

尊
重
し
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

に
努
め
ま
す
。

　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、現

在
あ
る
保
育
園
の
増
改
築
を
図
る
と

と
も
に
保
育
士
確
保
策
を
講
じ
、定

員
増
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ふ
る
さ
と

基
金
を
活
用
し
た
保
育
士
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
保
育
士
を

目
指
す
学
生
を
経
済
的
に
支
援
し
ま

す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
幼
児

教
育
保
育
の
無
償
化
制
度
は
、３
歳

か
ら
の
す
べ
て
の
児
童
に
対
し
、教

育
・
保
育
を
保
障
す
る
た
め
、今
年

度
か
ら
公
立
幼
稚
園
で
３
年
保
育

を
開
始
し
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
に
、時

に
は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援

が
必
要
で
す
の
で
、町
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
を
中
心
に
、各
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
や
家

庭
を
早
く
把
握
し
、問
題
の
深
刻
化

防
止
に
努
め
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、糖
尿
病
に
よ
る
透
析
導
入
を

予
防
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
い
多
く
の
訪
日

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、前
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
抗

体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、十
分

な
抗
体
が
な
い
と
判
明
し
た
対
象
者

に
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
平
成
30
年

度
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財

政
運
営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご

と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決

定・徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う
、「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に
見

直
さ
れ
、こ
れ
で
安
定
的
な
国
保
運
営

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
納
付
金
の
主
な

財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
は
、県

が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考
に
保

険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
も
被
保
険
者
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を
踏

ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
町
民
に
身
近
な
市

町
村
が
窓
口
で
す
の
で
、高
齢
者
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
窓
口
対
応
に

努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
を
対
象
に

各
区
で
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
へ

の
看
護
師
派
遣
と
健
康
運
動
教
室

を
続
け「
健
康
寿
命
」が
延
ば
せ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■ 

消
防
体
制

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、さ
ら
に
消
防
体
制
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。ま
た
、東
部
消
防
本
部

庁
舎
・
訓
練
塔
な
ど
の
老
朽
化
に
伴

う
施
設
建
て
替
え
は
関
係
機
関
と
連

携
し
て
行
い
ま
す
。

■ 

防
災
・
減
災
対
策

　
今
年
度
も
地
震
・
津
波
防
災
避
難

訓
練
を
各
区
の
自
主
防
災
組
織
や

関
係
機
関
と
と
も
に
実
施
し
ま
す
。

備
蓄
食
料
や
飲
料
水
、備
蓄
品
等

は
、一
括
交
付
金
事
業
や
沖
縄
観
光

防
災
力
強
化
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
し
、整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
起

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
等
を
教
訓
に

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

■ 

防
犯
対
策

　
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
実
現

に
向
け
、与
那
原
地
区
防
犯
協
会
や

与
那
原
警
察
署
、関
係
機
関
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ら
に
防
犯
啓

蒙
活
動
を
し
ま
す
。ま
た
、パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な

運
営
に
努
め
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

■ 

交
通
安
全

　
今
年
度
も
危
険
箇
所
で
の
交
通
安

全
対
策
や
老
朽
化
し
た
交
通
安
全

施
設
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。ま
た
、与

那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
や
与
那

原
警
察
署
、学
校
関
係
者
や
地
域
の

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、交
通
安
全
啓
蒙
活
動
や

飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

環
境
衛
生

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
強

化
、温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
り

な
が
ら
循
環
型
社
会
形
成
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、南
部
広
域
行
政
組

■ 

教
育
行
政
全
般
の
充
実

　
教
育
は
人
格
の
完
成
を
目
指
す
と

と
も
に
、将
来
の
社
会
を
担
う
た
め

の
知
識
や
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育

成
を
目
的
に
、そ
の
方
針
を「
与
那
原

町
教
育
大
綱
」に
定
め
て
い
ま
す
。今

年
度
も
大
綱
の
各
施
策
を
着
実
に
進

め
学
校
教
育
の
充
実
、人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
生
涯
学
習
の

環
境
作
り
に
努
め
ま
す
。

■ 

学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
分
野
は
、将
来
を
担
う

児
童
生
徒
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の

も
と
学
習
や
運
動
に
励
み
、「
知
・
徳
・

体
」が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
く
よ

う
、教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、教
職
員
の
研
修
で
指
導
力

を
向
上
さ
せ
、「
学
習
支
援
員
」を
継

続
し
て
配
置
し
て
、児
童
生
徒
の
学

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、個
に
応
じ
き
め
細
や
か
に
指
導

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、小
中
学
校
へ
設
置
し
た

電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用

し
て「
分
か
る
授
業
」を
展
開
し
、授

業
効
果
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
町
立
学
校
に「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」を
継
続
し
て
配
置
し
、関
係

機
関
や
学
校
、関
係
部
署
と
連
携
し

て
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然
防

止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

要
因
で
不
登
校
と
な
っ
た
生
徒
へ
、

学
校
以
外
の
場
所
で
学
べ
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、き
め

細
や
か
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め
に
、「
特
別
支
援
学
級
・
通

級
指
導
教
室
」を
充
実
さ
せ「
特
別

支
援
教
育
支
援
員
」「
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
継
続
し
て

配
置
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
は
、昨
年
度
か
ら
就
学

援
助
の
基
準
を
拡
充
し
、新
入
学
学

用
品
費
に
か
か
る
援
助
を
小
・
中
学

校
と
も
入
学
前
に
支
給
し
て
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、沖
縄
県
子
育
て
総
合
支
援

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
た
就
学
援

助
世
帯
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
で

あ
る
無
料
塾
の
連
携
充
実
も
図
り

ま
す
。

　「
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
」や

「
検
定
補
助
」も
続
け
、効
果
的
に
活

用
し
て
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　
各
支
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
の
連

携
を
密
に
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
教
育

懇
談
会
の
活
性
化
を
図
り
、地
域
・

家
庭
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
家
庭

教
育
力
、地
域
教
育
力
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

■ 

学
校
給
食

　
学
校
給
食
は
、児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
を
め
ざ
し
、児
童
生

徒
の
食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
適

切
な
判
断
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、学
校
給
食
を
通
し
て
総
合
的
で

実
践
的
な「
食
育
教
育
」の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
充
実
と
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、民
間
業
者
の

経
験
を
活
か
し
、学
校
給
食
の
調

理
、食
器
な
ど
の
洗
浄
、配
送
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
衛

生
・
安
全
管
理
、メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
食
材
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に「
学

校
給
食
だ
よ
り
」で
主
な
生
産
地
を

公
表
し
つ
つ
、最
善
な
方
法
で
、安
全

で
安
心
な
食
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
学
校
給
食
費
の
徴
収
は
、引
き
続

き
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
、収
納
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

社
会
教
育
　
　

文
化
・ス
ポ
ー
ツ  

　 

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
全
て
の
町
民

が
学
び
続
け
る「
生
涯
学
習
」を
支

援
し
、学
ぶ
楽
し
さ
を
と
お
し
た
生

き
甲
斐
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た

め
、町
内
体
育
施
設
等
を
積
極
的
に

開
放
し
、各
団
体
と
連
携
・
支
援
し
、

指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、平
成
28
〜

30
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
の

報
告
書
を
随
時
発
刊
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
発
刊
で
、与
那
原
バ
イ
パ

ス
事
業
に
関
連
す
る
発
掘
調
査
に
関

す
る
事
業
が
完
結
で
す
。ま
た
今
年

度
も
親
川
拝
所
広
場
整
備
事
業
を

進
め
ま
す
。引
き
続
き
国
民
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
、活
用
に
努

め
ま
す
。

　
町
史
編
集
事
業
で
は
、来
年
度
末

発
刊
予
定
の『
図
説
編
　
与
那
原
の

自
然
と
人
』の
完
成
に
む
け
、昨
年
度

に
引
き
続
き
調
査
・
編
集
な
ど
を
行

い
ま
す
。ま
た
、平
和
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・

慰
霊
の
日
合
同
企
画
展
」を
開
催
し
、

体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄
れ
ゆ
く

沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
努

め
ま
す
。

　
綱
曳
資
料
館
は
、今
年
度
中
で
の

取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

「
大
綱
曳
の
ま
ち
宣
言
」の
一
文「
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
与
那
原
大
綱
曳
を

町
民
の
誇
り
と
し
、町
の
象
徴
と
し
て

継
承
発
展
さ
せ
て
い
く
」精
神
に
基
づ

き
、伝
統
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
と
与
那
原
大
綱
曳
の
魅
力
を
町
内

外
に
発
信
す
る
た
め
、新
た
な
綱
曳

資
料
館
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
立
図
書
館
は
、地
域
の
方
々
が

最
も
よ
く
利
用
す
る
公
共
施
設
で
、

「
図
書
館
は
知
識
の
泉
」と
も
言
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、町
民
の
財
産
と
な
る

資
料
や
情
報
の
収
集
・
提
供
で
、町
民

の
教
養
や
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る

た
め
の
情
報
拠
点
と
し
て
、機
能
充

実
を
図
り
ま
す
。

　「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」は
、今
年
度
よ
り
３
名
に
増
員

し
、地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
両
小

学
校
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
配

置
し
、地
域
全
体
で
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、学
校
、家
庭

を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
た
め
、与
那
原
町
青
少
年
健
全
育

成
町
民
会
議
な
ど
の
関
係
機
関
、団

体
と
連
携
し
、子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
改
善
、課
題
解
決
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、実
務

者
研
修
会
の
開
催
や
啓
蒙
活
動
を

強
化
し
ま
す
。

■ 

国
際
交
流

　
海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成

事
業
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
２
名

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
。

合
と
連
携
し
、最
終
処
分
場
を
適
正

に
運
営
し
、焼
却
施
設
の
一
元
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
東
浜
水
路
の
水
質
も
、観
光
活
用

を
視
野
に
沖
縄
県
や
西
原
町
と
連

携
・
協
議
し
な
が
ら
浄
化
を
目
指
し

ま
す
。
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わった～まち ユナバルユナバル話題

与那原まちづくり推進協議会
仕作業に170人参加奉

　与那原町内をもっときれいなまちにしようと、与那原まちづく
り推進協議会主催の奉仕作業が２月８日に開催され、子どもから
お年寄りまで多くの町民や町内企業より170人余りが参加し、
町をきれいにしました。
　与那古浜公園をスタートし東浜エリアを中心に板良敷沿岸線
や御殿山親水公園付近まで草刈りやゴミ拾いを行いました。
　与那原まちづくり推進協議会では本町をもっとよりよく、住み
やすい町にしていくため、今後も活動を行っていきます。

与那古浜公園のトラック舗装
天候型に変身全

　与那古浜公園の200mトラックが真っ青に生まれ変わりまし
た。
　町民の健康づくりを目的に一括交付金を活用した事業で、ウ
レタンゴムチップ舗装とともに、健康遊具もリニューアルされま
した。全天候型のウレタンゴムチップ舗装は、200mトラックでは
県内初の仕様。これまで陸上競技大会のたびに測量して小石を
取り除き、石灰でラインを引き、雨が降ると吸水やライン引き作
業を繰り返してきましたが、今後は雨天でも開催でき、凹凸の心
配もなくなることから、スムーズに利用できるようになりました。
　３月５日に行われたリニューアル式典当日は雨でしたが、関係
者が“試走”して安全性も確
認できたようです。ちなみに
第１コースを走った照屋勉
町長(下の写真右端)は短距
離走の町記録保持者。新し
くなったトラックで記録の更
新が待たれるところです。

板良敷の西銘しまのちゃんに認定証
の人口、２万人を突破町

着付け体験などで魅力発信
度衣装展、地域再生大賞に支 与那原大綱曳初「秋のわら」

嘉から二期目を搬入屋

　町の人口が１月24日、２万人に到達しました。これを
記念して同日出生届出を受理した西銘志茉乃ちゃん（２
カ月）にこのほど照屋勉町長から認定証と記念品が贈ら
れました。父親の西銘修唯さんは、「２万人目と聞いたときは驚
いた。一生の思い出」と喜んでいる様子でした。
　与那原町の人口は、町制施行された1949（昭和24）年当時
は5,992人。1970（昭和45）年に10,000人、1994（平成
６）年に15,000人に達しました。今年２月末現在の人口は
20,018人。
　照屋勉町長は「与那原町は今後も成長していく。志茉乃ちゃん
が誇れるような町づくりに励みたい」と節目を祝いました。

寄港による経済効果に期待
ーパーヨット誘致拡大会議ス

　世界中で市場規模が拡大し、寄
港地への経済効果が非常に大きい
ことから期待が寄せられている
「スーパーヨット」の与那原マリー
ナなど各地で誘致拡大と情報交換
を行おうと、与那原町はじめマリー
ナを有する自治体、ほか関係機関
で組織する実行委員会による
「スーパーヨット誘致拡大会議」が
２月６日（木）に町コミュニティーセ
ンターで開催されました。
　スーパーヨットは、ヨットの中で
も全長24m以上の大型クルー
ザーのことで、隻数はこの10年
間、世界中で約２倍に増えており、
寄港による経済効果が期待されて
います。
　今回の会議では、北は宮城県、南
は沖縄県石垣市から行政関係者・
民間企業・総合事務局・沖縄県など
関係者100人あまりが出席し、活
発な意見交換を行いました。
　会議は「一般社団法人スーパー
ヨット誘致会議・日本」の金田孝之
理事の基調講演から始まり、誘致
の現状報告では与那原町、三重県
鳥羽商工会議所、ＳＹＬジャパン株式会社、株式会社ファースト・オ
ンの４団体から取り組み内容を含めスーパーヨット誘致の成功
例などが発表されました。
　その後に行われた意見交換の場では、国・県による横断的な取

　地域活性化に取り組む団体を支援しようと、共同通信社と地
方新聞46紙が実施している「第10回地域再生大賞」で「与那原
大綱曳・支度衣装展覧会」が優秀賞に選ばれ、与那原大綱曳支度
係が２月７日、東京で開催された授賞式に出席しました。
　支度係は、琉球の歴史上の人物に扮して大綱の上に乗り道
ジュネーをする「支度」の演目を決定し、衣装や小物を制作、着付
け、サポートをするなど長年にわたり裏方を務めてきました。一昨
年からは、１年に１度しか見られない支度の衣装を紹介し着付け
体験ができる「支度衣装展覧会」を開催することで、与那原大綱
曳の伝統継承や魅力発信に尽力してきたことが評価されました。
　今年の「第３回支度衣装展覧会」は９月18日(金)～22日（祝）
の５日間、町立綱曳資料館で開催する予定です。

　今年８月16日に予定している与那原大綱曳で、大綱に使う予
定のわらを２月19日、初めて二期目の稲から搬入しました。約５
トンのわらは、町商工会建設工業部会に加入する事業所提供の
大型車両７台を使い、大綱曳実行委員会・商工会・町職員ら50人
以上の手で金武町屋嘉区の倉庫から与那原町へと運び込まれ
ました。
　与那原大綱曳に使うわらは例年、その年の夏に収穫した稲を
同区から買い受けてきましたが、天候や気温の影響で稲の生長
が左右されるため、良質のわらが手に入るかどうかは大綱曳実
行委員会にとって最大の心配事でした。
　今回、秋のわらを屋嘉区から入手したのは、2017年に町の
「大綱曳倉庫」が建ち、わらを長期保管できるようになったため。
実行委員らが収穫前の稲の状態を確認し、上質だったことから
入手を決めました。
　搬出作業に加わった綱武士たちは「長さもあるし、いい綱がで
きそうだ」「この時期の稲がいいかもしれない」「これで夏の心配
をしなくて済む」など満足そうでした。

（左から）支度係の桑江弘さん、地域おこし協
力隊の相羽としえさん＝２月７日東京の表彰式

し　 ま   の

し　 ま   の

（前列左から）照屋町長・西銘修唯さんと志朔ちゃん・志純ちゃん・志
琴乃ちゃん・母彩紗さんと志茉乃ちゃん、（後列左から）城間秀盛副
町長・當山健教育長・前城充政策調整監＝２月16日町役場ロビー

▶

り組み体制の必要性や、民間事業者を巻き込
んだ取り組みなど、それぞれの立場からさま
ざまな角度で意見が出されました。また席上、
スーパーヨットを寄港させるために必要な、係
留に適した浮桟橋などの施設整備が待たれて
いるマリーナの状況改善や、寄港の際の入国
手続きがスムーズに行えるよう要望する意見
書が採択され、国土交通省へ提出することで
一致しました。

　会議の後は与那原マリーナへ移動し、敷地内の視察とハー
バーマスターによる施設内の説明、以前同港にスーパーヨットが
寄港した際の状況などが説明され、今後、各地での寄港拡大へ
の足がかりができたようです。

町コミュニティーセンターで行われた拡大会議

同日、与那原マリーナを訪れて説明を聞く参加者ら

与那原町の人口推移（国勢調査による）
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※

陸
運
事
務
所
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

沖
縄
県
軽
自
動
車
協
会
へ

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

転
入
届
及
び
住
所
変
更
届

児
童
扶
養
手
当
の
転
入
届
ま
た
は
認
定
請
求

転
校
手
続
き

児
童
手
当
の
申
請

必
要
書
類
等
が
揃
っ
て
い
な
く

て
も
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

・
限
度
額
適
用
、標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
申
請

・
限
度
額
適
用
、標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

・
限
度
額
適
用
認
定
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入

・
保
険
証
の
交
付

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入

・
保
険
証
の
交
付

重
度
心
身
障
が
い
医
療
費
助
成
の
相
談
・
申
請

・
同
意
書
・
認
定
請
求
書
・
所
得
状
況
届

自
立
支
援
医
療

（
更
生
、育
成
、精
神
通
院
）の
相
談
・
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用（
住
所
変
更
）

自
立
支
援
医
療
を
受
け
て
い
る
方

国
民
年
金
加
入
中
の
方
、年
金
を
受
給
中
の
方

海
外
か
ら
転
入
し
た
方

妊
娠
中
の
方（
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
）

０
歳
〜
高
校
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

小
学
生
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

０
歳
〜
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

０
歳
〜
高
校
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

保
育
園
、幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
方

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
該
当
す
る
方

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方

軽
二
輪
・
小
型
二
輪（
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ

イ
ク
）を
所
有
し
て
い
る
方

上
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き

犬
を
飼
っ
て
い
る
方

原
付
バ
イ
ク（
１
２
５
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

小
型
特
殊
車
両
を
所
有
し
て
い
る
方

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方

75
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
歳
以
上
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

・
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
が
い
る
方

・
沖
縄
県
外
か
ら
転
入
し
た
方

・
各
種
認
定
証（
病
院
で
の
支
払
い
が
一
定
金
額

ま
で
に
な
る
証
明
書
）が
新
た
に
必
要
な
方

・
転
入
日
の
あ
と
に
勤
務
先
の

健
康
保
険
の
資
格
が
切
れ
た
方

・
１
月
１
日
の
住
所
地
が
国
外
ま
た
は

住
所
不
定
の
方

・
各
種
認
定
証（
病
院
で
の
支
払
い
が
一
定
金
額

ま
で
に
な
る
証
明
書
）が
新
た
に
必
要
な
方

65
歳
以
上
の
方

障
が
い
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
た
方

「
特
別
障
が
い
者
手
当
」ま
た
は

「
障
が
い
児
福
祉
手
当
」を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

前
の
住
所
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
た
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

前
住
所
で
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

必
要
書
類
等
が
揃
っ
て
い
な
く

て
も
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

住民課（１F）
☎945-2072

福祉課（１F）
☎945-1525

健康保険課（２F）
☎945-2204

健康保険課（２F）
☎945-2204

健康保険課
（保険衛生係）
☎945-6633

子育て支援課（２F）
☎945-6520

学
校
教
育
課

☎
９
４
５‒

２
３
６
１

税
務
課（
１
Ｆ
）

☎
９
４
５‒

４
４
７
７

受付時間
8:30～11:30
13:00～16:00
（土日祝日休み）

これから住む街に「よろしくね」
まずはじめに「転入届」を提出
※住み始めた日から14日以内に届け出てください

　ようこそ与那原町へ。町外から、県外から、それぞれのご計画や
理由でいらしたことでしょう。不安なこともあるかもしれません、
でも大丈夫。近隣住民や役場の職員が皆さんをサポートすること
でしょう。引っ越しと同時に、左記の書類や証明書とともに役場窓
口へどうぞ。また、引っ越しが落ち着いたら、お住まいの行政区へ
の加入もお忘れなく。

忘れずにお持ちください！

■１点で本人確認できるもの〉
　・運転免許証　・マイナンバーカード　など
■確認に２点が必要なもの
　・健康保険証　・年金手帳　・介護保険証
　・顔写真付きの社員証、学生証　など

窓口が混雑する時間

※正午～午後1時までは、お昼休
　みのためお手続きができません。

12

6

9 3

12

6

9 3

業務時間

 午前8時30分～午後5時15分
月曜日～金曜日

転入の届け出に必要なもの
① 前の住所地で発行された「転出証明書」
② お持ちの方はマイナンバーの「通知カード」または「マイナンバーカード」
③ 外国人の方は「在留カード」または「特別永住者証明書」
④ 国外からの転入の方は、「パスポート」「戸籍謄本」「戸籍の附票」

※代理人の方が手続きをするときは、「委任状」
　が必要です。
※代理人として来られた方についても、本人確
　認をします。

午前10時

～

正午

午後1時

～

午後３時

広報
2020.4 10広報

2020.411



与
那
原
町
へ
引
っ
越
し
さ
れ
た
方（
転
入
）

世
帯
に
、次
に
当
て
は
ま
る
方
は
い
ま
す
か
？

手  

続  

き

必
要
な
も
の

受
付
場
所

住所・戸籍介護 ・ 障がい ・ 年金健康保険料金 ・ 税ペット こども 健康保険
12345678910111213141516171819202122232426 25

上
下
水
道
課

  

（
字
東
浜
85-

１
）

  

☎
９
４
５
ー
３
０
１
７

生
活
環
境
安
全
課（
２
Ｆ
）

☎
９
４
５
ー
４
６
８
８

印
鑑
登
録
が
必
要
な
方

印
鑑
登
録

印
鑑
、本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

前
住
所
地
の
所
得
課
税
証
明
書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

収
入
が
分
か
る
資
料

・
所
得
課
税
証
明
書
・
貯
金
通
帳

・
印
鑑
・マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
転
入
し
た
方
の
印
鑑

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
年
金
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

・
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
証
明
書（
前
住
所
地
で
取
得
）

・
旧
被
扶
養
者
異
動
連
絡
票（
前
住
所
地
で
取
得
）

・
負
担
区
分
証
明
書

・
対
象
児
の
健
康
保
険
証

・
保
護
者
の
通
帳
・
印
鑑

・
証
書
・
通
帳

・
印
鑑
・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等

・
印
鑑

・
前
住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
鑑
札

・
前
住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

浦
添
市
港
川
５
１
２
ー
５
１

☎
０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
３
１
２
６

浦
添
市
港
川
５
１
２
ー
４

☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
９
１

・
他
市
町
村
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
及
び

標
識
交
付
証
明
書
ま
た
は
廃
車
証
明
書

・
自
賠
責
保
険
証
・
新
旧
所
有
者
の
印
鑑

・
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※

募
集
案
内
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す 

　
の
で
、窓
口
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
家
族
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

　
で
、担
当
者
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

・
親
子（
母
子
）健
康
手
帳

・
前
住
所
地
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

・
在
学
証
明
書

・
教
科
書
図
書
給
与
明
細
書

・
健
康
保
険
証
の
写
し
　

・
預
金
通
帳
の
写
し

・
父
母
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
印
鑑

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

　 

民
票 

（
児
童
と
町
外
別
居
し
て
い
る
方
の
み
）

・
親
子（
母
子
）健
康
手
帳

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手
帳

・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

・
手
帳
保
持
者
及
び
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

・
健
康
保
険
証
・
障
が
い
者
手
帳（
身
障
・
療
育
）

・
前
住
所
地
の
所
得
課
税
証
明
書

・
申
請
者
の
印
鑑

・
前
住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
受
給
資
格
者
証

・
前
住
所
地
の
所
得
課
税
証
明
書

・
健
康
保
険
証
、印
鑑

・
障
が
い
者
手
帳（
身
体
・
精
神
）

・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

再
申
請
が
必
要
で
す

介
護
保
険
の
住
所
変
更

（
保
険
証
は
後
日
郵
送
）

要
支
援
、要
介
護
認
定
の
手
続
き

各
種
手
帳
の
住
所
変
更

年
金
の
住
所
変
更

国
民
年
金
の
加
入（
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
）

保
険
料
の
軽
減
有
無
確
認

国
民
健
康
保
険
税
用
所
得
申
告

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
交
付

負
担
区
分
の
確
認

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
の
交
付

乳
幼
児
健
診
、予
防
接
種
等
の
履
歴
登
録

子
ど
も
医
療
費
助
成

　※

高
校
生
は
入
院
が
あ
っ
た
場
合
に
申
請

入
園（
利
用
）申
し
込
み

開
栓
手
続
き

所
有
申
告（
軽
自
動
車
税
）

犬
の
登
録

※

陸
運
事
務
所
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

沖
縄
県
軽
自
動
車
協
会
へ

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

転
入
届
及
び
住
所
変
更
届

児
童
扶
養
手
当
の
転
入
届
ま
た
は
認
定
請
求

転
校
手
続
き

児
童
手
当
の
申
請

必
要
書
類
等
が
揃
っ
て
い
な
く

て
も
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

・
限
度
額
適
用
、標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
申
請

・
限
度
額
適
用
、標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

・
限
度
額
適
用
認
定
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入

・
保
険
証
の
交
付

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入

・
保
険
証
の
交
付

重
度
心
身
障
が
い
医
療
費
助
成
の
相
談
・
申
請

・
同
意
書
・
認
定
請
求
書
・
所
得
状
況
届

自
立
支
援
医
療

（
更
生
、育
成
、精
神
通
院
）の
相
談
・
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用（
住
所
変
更
）

自
立
支
援
医
療
を
受
け
て
い
る
方

国
民
年
金
加
入
中
の
方
、年
金
を
受
給
中
の
方

海
外
か
ら
転
入
し
た
方

妊
娠
中
の
方（
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
）

０
歳
〜
高
校
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

小
学
生
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

０
歳
〜
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

０
歳
〜
高
校
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

保
育
園
、幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
方

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
該
当
す
る
方

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方

軽
二
輪
・
小
型
二
輪（
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ

イ
ク
）を
所
有
し
て
い
る
方

上
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き

犬
を
飼
っ
て
い
る
方

原
付
バ
イ
ク（
１
２
５
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

小
型
特
殊
車
両
を
所
有
し
て
い
る
方

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方

75
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
歳
以
上
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

・
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
が
い
る
方

・
沖
縄
県
外
か
ら
転
入
し
た
方

・
各
種
認
定
証（
病
院
で
の
支
払
い
が
一
定
金
額

ま
で
に
な
る
証
明
書
）が
新
た
に
必
要
な
方

・
転
入
日
の
あ
と
に
勤
務
先
の

健
康
保
険
の
資
格
が
切
れ
た
方

・
１
月
１
日
の
住
所
地
が
国
外
ま
た
は

住
所
不
定
の
方

・
各
種
認
定
証（
病
院
で
の
支
払
い
が
一
定
金
額

ま
で
に
な
る
証
明
書
）が
新
た
に
必
要
な
方

65
歳
以
上
の
方

障
が
い
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
た
方

「
特
別
障
が
い
者
手
当
」ま
た
は

「
障
が
い
児
福
祉
手
当
」を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

前
の
住
所
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
た
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

前
住
所
で
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

必
要
書
類
等
が
揃
っ
て
い
な
く

て
も
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

住民課（１F）
☎945-2072

福祉課（１F）
☎945-1525

健康保険課（２F）
☎945-2204

健康保険課（２F）
☎945-2204

健康保険課
（保険衛生係）
☎945-6633

子育て支援課（２F）
☎945-6520

学
校
教
育
課

☎
９
４
５‒

２
３
６
１

税
務
課（
１
Ｆ
）

☎
９
４
５‒

４
４
７
７

受付時間
8:30～11:30
13:00～16:00
（土日祝日休み）

これから住む街に「よろしくね」
まずはじめに「転入届」を提出
※住み始めた日から14日以内に届け出てください

　ようこそ与那原町へ。町外から、県外から、それぞれのご計画や
理由でいらしたことでしょう。不安なこともあるかもしれません、
でも大丈夫。近隣住民や役場の職員が皆さんをサポートすること
でしょう。引っ越しと同時に、左記の書類や証明書とともに役場窓
口へどうぞ。また、引っ越しが落ち着いたら、お住まいの行政区へ
の加入もお忘れなく。

忘れずにお持ちください！

■１点で本人確認できるもの〉
　・運転免許証　・マイナンバーカード　など
■確認に２点が必要なもの
　・健康保険証　・年金手帳　・介護保険証
　・顔写真付きの社員証、学生証　など

窓口が混雑する時間

※正午～午後1時までは、お昼休
　みのためお手続きができません。

12

6

9 3

12

6

9 3

業務時間

 午前8時30分～午後5時15分
月曜日～金曜日

転入の届け出に必要なもの
① 前の住所地で発行された「転出証明書」
② お持ちの方はマイナンバーの「通知カード」または「マイナンバーカード」
③ 外国人の方は「在留カード」または「特別永住者証明書」
④ 国外からの転入の方は、「パスポート」「戸籍謄本」「戸籍の附票」

※代理人の方が手続きをするときは、「委任状」
　が必要です。
※代理人として来られた方についても、本人確
　認をします。

午前10時

～

正午

午後1時

～

午後３時
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／
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検
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な
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す
。

○
前
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お
お
む
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４
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５
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９
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与
那
原
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役
場
 健
康
保
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課
　
☎
9
4
5
-6
6
3
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お
問
い
合
わ
せ

※
３
月
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期
分
の
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程
で
す
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健
 診

健
 診

健
康
相
談

※
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月
生
ま
れ

令
和
元
年
７
月
生
ま
れ

令
和
元
年
８
月
生
ま
れ

令
和
元
年
９
月
生
ま
れ

令
和
元
年
10
月
生
ま
れ

令
和
元
年
11
月
生
ま
れ

令
和
元
年
12
月
生
ま
れ

令
和
２
年
 １
月
生
ま
れ

令
和
２
年
 ２
月
生
ま
れ

令
和
２
年
 ３
月
生
ま
れ

10
月1
4日
（
水
）

11
月 
 4
日（
水
）

12
月1
6日
（
水
）

令和
3年
１月
20
日（
水
）

２月
17
日（
水
）

３月
10
日（
水
）

実
　
施
　
日

対
　
　
象

実
　
施
　
日

対
　
　
象

令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月 ◆
受
付
時
間
／
1
3
:1
5
～
1
4
:3
0

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

1
歳
6
か
月
児

2
歳
児

3
歳
児

乳
児
一
般

1
歳
6
か
月
児

◆
受
付
時
間
／
1
3
:3
0
～
1
4
:3
0

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

2
歳
児

7
か
月
児

7
か
月
児

◆
受
付
時
間
／
1
3
:1
5
～
1
4
:3
0

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

3
歳
児

◆
受
付
時
間
／
1
3
:1
5
～
1
3
:4
5

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　

◆
受
付
時
間
／
9
:1
5
～
9
:4
5

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
　

※
対
象
者
と
な
る
方
に
個
別
通
知
い
た
し
ま
す

1
歳
児

1
歳
児

◆
受
付
時
間
／
1
3：
1
5
～
1
4：
3
0

◆
実
施
場
所
／
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

乳
児
一
般

歯
科
検
診

健
 診

母
と
子
の
保
健

母
と
子
の
保
健

母
と
子
の
保
健

令
和
2年

度

健
康
相
談

令
和
２
年
　
４
月
11
日
(土
)

５
月
16
日
(土
)

６
月
13
日
(土
)

７
月
11
日
(土
)

８
月
  1
日
(土
)

９
月
  5
日
(土
)

10
月
10
日
(土
)

11
月
  7
日
(土
)

12
月
  5
日
(土
)

令
和
３
年
　
１
月
16
日
(土
)

２
月
  6
日
(土
)

３
月
13
日
(土
)

実
　
　
施
　
　
日

対
　
　
　
　
象

※
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
健
診
は
す
べ
て
対
象
と
な
る
方
へ
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

○
前
期（
お
お
む
ね
４
～
５
ヵ
月
児
）

○
後
期（
お
お
む
ね
９
～
10
ヵ
月
児
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
那
原
町
役
場
 健
康
保
険
課
　
☎
9
4
5
-6
6
3
3

お
問
い
合
わ
せ

※
３
月
延
期
分
の
日
程
で
す
。

健
 診

健
 診

健
康
相
談

※
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◀バンビクラブ

◀

こどもエコクラブ
クラフトサークル ▶

新
規
入
会
の
受
付
は
４
月
中
の
み

行政懇談会
令和元年度

　町の行政と住民とをつなぐ行政懇談会が１月～２月に各区で行われました。このコーナーではその模様を
連載します。今回は軽便駅舎やオリオン通りなどを抱える森下区。区事務所周辺の整備に関する要望や、細い
町道が区内を通ることによる安全性の確保などが問われました。

①

１
月
27
日  

19
時  

森
下
区
公
民
館

参
加
人
数
：
16
人

森

　下

■ 

公
民
館
と

そ
の
周
辺
整
備
を

Ｑ
空
き
家
と
そ
の
敷
地
の
買
い
取
り

要
望（
平
成
29
年
度
に
要
望
し
た
内
容

を
再
提
起
）。森
下
区
公
民
館
の
入
口

と
空
き
家
撤
去
と
同
敷
地
買
い
取
り

は
、森
下
区
民
最
大
の
念
願
事
項
で
あ

り
、町
当
局
と
し
て
も
強
力
な
取
り
組

み
を
改
め
て
要
望
す
る
。

Ａ
森
下
区
公
民
館
建
設
の
用
地
確

保
や
建
築
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
費
用

を
行
政
が
負
担
す
る
こ
と
は
、現
状
で

は
非
常
に
厳
し
い
が
、森
下
区
公
民
館

の
現
状
は
理
解
し
て
い
る
。今
後
こ
の

地
区
開
発
の
際
に
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
た
複
合
施
設
を
置
き
、そ
の
中
に

公
民
館
機
能
も
併
せ
持
っ
た
建
設
が
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。　  （
総
務
課
）

Ｑ
公
民
館
入
口
の
空
き
家
沿
い
に
手

す
り
の
設
置
を
。

Ａ
近
隣
地
権
者
と
の
協
議
が
必
要
。

設
置
に
向
け
て
協
議
し
た
い
。

 

（
総
務
課
）

■ 

軽
便
駅
舎
周
辺
で

気
づ
く
こ
と

Ｑ
軽
便
駅
舎
の
東
側
駐
車
場
は
夜

間
駐
車
が
多
い
。駐
車
禁
止
の
徹
底

を
。Ａ

こ
の
場
所
は
営
業
時
間
外
の
午
後

６
時
か
ら
午
前
10
時
ま
で
封
鎖
し
て

い
た
が
、昨
年
10
月
か
ら
町
内
バ
ス
の

第
１
便
が
停
車
し
や
す
い
よ
う
駐
車

場
を
開
放
し
て
い
た
。し
か
し
夜
間
駐

車
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
で
、改
め
て

夜
間
封
鎖
し
、夜
間
駐
車
が
な
く
な
る

よ
う
に
取
り
組
む
。　（
観
光
商
工
課
）

Ｑ
軽
便
駅
舎
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
。

Ａ
軽
便
駅
舎
は
年
間
お
よ
そ
７
千

人
の
来
場
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
は
必
要
。次
年
度
で
の
設
置

を
検
討
す
る
。　
　
　（
観
光
商
工
課
）

Ｑ
軽
便
の
線
路
の
と
こ
ろ
は
町
の
管

理
で
は
な
い
か
？
　
草
刈
り
を
し
て
ほ

し
い
。水
も
た
ま
っ
て
い
る
。

Ａ
町
の
管
理
の
た
め
、草
刈
り
な
ど

早
急
に
対
応
す
る
。

（
観
光
商
工
課
・ま
ち
づ
く
り
課
）

Ｑ
軽
便
与
那
原
駅
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

は
？Ａ

か
ぶ
せ
て
い
る
下
は
現
在
保
存
方

法
を
検
討
中
で
あ
る
。今
後
の
対
応
を

検
討
す
る
。　
　
　
　（
観
光
商
工
課
）

■ 

交
通
量
の
多
い
町
道

Ｑ
軽
便
駅
舎
前
森
下
２
号
線
か
ら

与
那
原
６
号
線
に
抜
け
る
３
３
１
号

線
道
路
に
駐
停
車
禁
止
表
示
を
再
三

要
望
す
る
も
実
現
し
な
い
。

Ａ
前
回
の
行
政
懇
談
会
の
要
望
を
受

け
、現
地
調
査
を
行
い
与
那
原
警
察
署

と
南
部
国
道
事
務
所
へ
要
望
を
行
っ
た

が
、現
在
、ゆ
ず
り
エ
リ
ア
の
路
面
標
示

や
信
号
の
長
さ
な
ど
を
変
更
で
き
な
い

か
関
係
機
関
と
調
整
中
。も
う
し
ば
ら

く
時
間
を
頂
き
た
い
。

（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
公
民
館
の
前
の
道
路
は
交
通
量

が
多
い
の
で
注
意
を
促
す
看
板
な
ど
の

設
置
を
。

Ａ
早
急
に
対
応
す
る
。

（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
オ
リ
オ
ン
通
り
が
い
つ
も
混
ん
で

い
る
。道
幅
を
広
げ
る
な
ど
検
討
は
あ

る
の
か
。

Ａ
将
来
計
画
道
路
で
12
ｍ
に
拡
幅
す

る
と
い
う
構
想
は
あ
る
が
、今
す
ぐ
実

施
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

■ 

住
環
境
と
地
域
づ
く
り

Ｑ
ね
こ
・
犬
に
よ
る
被
害
が
多
数
の

区
民
か
ら
あ
り
、強
い
憤
り
が
あ
る
。

何
度
も
要
望
す
る
が
抜
本
的
な
対
策

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。取
り
組
み
強
化

を
要
望
す
る
。

Ａ
飼
い
主
の
い
る
犬
や
猫
は
、引
き

続
き
看
板
で
の
啓
発
や
、飼
い
主
へ
の

直
接
指
導
を
行
う
。飼
い
主
の
い
な
い

犬
や
猫
は
、沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応

す
る
。　
　
　
　（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
文
化
財
の
管
理
を
。上
之
殿
は
以

前
は
名
称
な
ど
き
れ
い
に
見
え
て
い
た

が
、現
在
は
名
称
や
説
明
書
き
な
ど
何

も
な
い
た
め
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
生
涯
学
習
振
興
課
で
早
急
に
対
応

す
る
よ
う
伝
え
る
。　
　
　（
教
育
長
）

Ｑ
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
森
下
区
に
も
で

き
な
い
か
。掲
示
板
の
予
算
も
確
保
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
は
す
ぐ
の
対
応
が

厳
し
い
。掲
示
板
に
つ
い
て
は
次
年
度

対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　（
総
務
課
）

Ｑ
県
有
地
、町
有
地
は
価
値
を
上
げ

る
と
い
う
考
え
で
先
行
投
資
し
て
い
た

だ
き
た
い
。道
路
の
整
備
ま
で
含
め
て

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
財
源
の
問
題
な
ど
具
体
的
な
解
決

策
を
検
討
し
て
い
く
。　
　 （
副
町
長
）

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
は
、授
業
参
観
な
ど
で
利
用
し
た

い
の
で
早
め
に
開
放
し
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

駐
車
場
は
原
則
と
し
て
図
書
館
利

用
者
の
た
め
の
も
の
だ
が
、授
業
参
観

な
ど
は
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
学
校
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
別

の
駐
車
場
を
確
保
す
る
な
ど
で
対
応

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

Ｑ
西
原
東
中
学
校
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ー
ド
を
生
徒
に
配
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
た
場
合
に
ス
タ
ン
プ
を
も

ら
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。地

域
行
事
も
自
治
会
長
が
ス
タ
ン
プ
を

押
せ
る
の
で
参
加
す
る
機
会
が
増
え

る
。与
那
原
で
も
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
？

Ａ
学
校
教
育
課
か
ら
西
原
東
中
学

校
に
確
認
す
る
。良
い
取
り
組
み
な
の

で
参
考
に
し
た
い
。　
　
　 （
教
育
長
）

児童館ファミリークラブ「KI－綱」 会 員 募 集 家庭用生ごみ処理機の無料貸出を始めました
　本会は、子どもの健全育成と児童の福祉向上に役立つ活動をボランティアの場で実践しようと発足しました。
現在、家庭保育の幼児とその家族を対象とした「バンビクラブ」、小学生から入れる「こどもエコクラブ」、母親達で結成された
「クラフトサークル」の３つのクラブが児童館を拠点として活動しています。興味がある方は、児童館に遊びに来てください。

　家庭から出るごみの約４割が生ごみです。この生ごみを減らすことがごみ減量のカギです。そこで、町では家庭用生ごみ処
理機（温風乾燥式）の効果や利便性などを体験していただき、生ごみ減量の手軽さを理解していただきながらごみの減量を
進めるため、家庭用生ごみ処理機の無料貸出しを始めました。どうぞご利用ください。

内　容▶保護者と一緒にお遊戯や
　　　　読み聞かせ、季節のイベ
　　　　ントなど。保護者対象の教
　　　　室も予定。
※活動日など詳細未定。詳しくは「あかぎ児
　童館」までお問い合わせください

活動日▶毎週火・金曜日10:30　
　　　　　　　　　　 ～（予定）
場　所▶海風児童館
内　容▶クラフトテープで作る作
　　　　品、手芸雑貨など

活動日▶毎週土曜日ほか10:30～（予定）
場　所▶あかぎ児童館集合
内　容▶与那原町内外の清掃活動や自然体験、社会
　　　　見学等のエコ活動。
対　象▶保護者も参加可能な、与那原町在住の小学
　　　　生以上
※安全管理のため、低学年は保護者同伴で活動に参加すること

あかぎ児童館  ☎945-1015・海風児童館  ☎882-8508お問い合わせ 生活環境安全課  ☎945-4688お問い合わせ

 処理機の内容
製品名▶パリパリキューブライト（島産業）
処理方法▶温風乾燥式（室内設置型）
外形寸法▶径215mm×高さ283mm
本体質量▶2.1kg
最大処理量▶約700g

 貸出期間 １カ月以内

■ 家庭用生ごみ処理機（温風乾燥式）とは？
　温風で生ごみの水分を蒸発させ乾燥させます。生ごみには多
くの水分が含まれており、生ごみ処理機を使用することで、生ご
みを乾燥させ減量・減容することができます。

 貸出台数  ３台（申込順）
※貸出が予定基数を超えた場合は、空き次第順次貸し
　出します。
 申込方法
※事前にお電話で貸出状況などをご確認のうえ、生活環
　境安全課へお越しください。
※貸出には一定の条件があますので、町ＨＰを確認いた
　だくか、お電話で問い合わせください。

■ 家庭用生ごみ処理機のメリット
● 生ごみを乾燥させるため、台所が清潔で衛生的になる。
● 雑菌の繁殖が抑えられ、生ごみの嫌なにおいやコバエの発生
　を抑える。
● 処理した生ごみを有機質肥料として利用できる。

広報
2020.4 14広報

2020.415



◀バンビクラブ

◀

こどもエコクラブ
クラフトサークル ▶

新
規
入
会
の
受
付
は
４
月
中
の
み

行政懇談会
令和元年度

　町の行政と住民とをつなぐ行政懇談会が１月～２月に各区で行われました。このコーナーではその模様を
連載します。今回は軽便駅舎やオリオン通りなどを抱える森下区。区事務所周辺の整備に関する要望や、細い
町道が区内を通ることによる安全性の確保などが問われました。

①

１
月
27
日  

19
時  

森
下
区
公
民
館

参
加
人
数
：
16
人

森

　下

■ 

公
民
館
と

そ
の
周
辺
整
備
を

Ｑ
空
き
家
と
そ
の
敷
地
の
買
い
取
り

要
望（
平
成
29
年
度
に
要
望
し
た
内
容

を
再
提
起
）。森
下
区
公
民
館
の
入
口

と
空
き
家
撤
去
と
同
敷
地
買
い
取
り

は
、森
下
区
民
最
大
の
念
願
事
項
で
あ

り
、町
当
局
と
し
て
も
強
力
な
取
り
組

み
を
改
め
て
要
望
す
る
。

Ａ
森
下
区
公
民
館
建
設
の
用
地
確

保
や
建
築
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
費
用

を
行
政
が
負
担
す
る
こ
と
は
、現
状
で

は
非
常
に
厳
し
い
が
、森
下
区
公
民
館

の
現
状
は
理
解
し
て
い
る
。今
後
こ
の

地
区
開
発
の
際
に
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
た
複
合
施
設
を
置
き
、そ
の
中
に

公
民
館
機
能
も
併
せ
持
っ
た
建
設
が
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。　  （
総
務
課
）

Ｑ
公
民
館
入
口
の
空
き
家
沿
い
に
手

す
り
の
設
置
を
。

Ａ
近
隣
地
権
者
と
の
協
議
が
必
要
。

設
置
に
向
け
て
協
議
し
た
い
。

 

（
総
務
課
）

■ 

軽
便
駅
舎
周
辺
で

気
づ
く
こ
と

Ｑ
軽
便
駅
舎
の
東
側
駐
車
場
は
夜

間
駐
車
が
多
い
。駐
車
禁
止
の
徹
底

を
。Ａ

こ
の
場
所
は
営
業
時
間
外
の
午
後

６
時
か
ら
午
前
10
時
ま
で
封
鎖
し
て

い
た
が
、昨
年
10
月
か
ら
町
内
バ
ス
の

第
１
便
が
停
車
し
や
す
い
よ
う
駐
車

場
を
開
放
し
て
い
た
。し
か
し
夜
間
駐

車
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
で
、改
め
て

夜
間
封
鎖
し
、夜
間
駐
車
が
な
く
な
る

よ
う
に
取
り
組
む
。　（
観
光
商
工
課
）

Ｑ
軽
便
駅
舎
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
。

Ａ
軽
便
駅
舎
は
年
間
お
よ
そ
７
千

人
の
来
場
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
は
必
要
。次
年
度
で
の
設
置

を
検
討
す
る
。　
　
　（
観
光
商
工
課
）

Ｑ
軽
便
の
線
路
の
と
こ
ろ
は
町
の
管

理
で
は
な
い
か
？
　
草
刈
り
を
し
て
ほ

し
い
。水
も
た
ま
っ
て
い
る
。

Ａ
町
の
管
理
の
た
め
、草
刈
り
な
ど

早
急
に
対
応
す
る
。

（
観
光
商
工
課
・ま
ち
づ
く
り
課
）

Ｑ
軽
便
与
那
原
駅
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

は
？Ａ

か
ぶ
せ
て
い
る
下
は
現
在
保
存
方

法
を
検
討
中
で
あ
る
。今
後
の
対
応
を

検
討
す
る
。　
　
　
　（
観
光
商
工
課
）

■ 

交
通
量
の
多
い
町
道

Ｑ
軽
便
駅
舎
前
森
下
２
号
線
か
ら

与
那
原
６
号
線
に
抜
け
る
３
３
１
号

線
道
路
に
駐
停
車
禁
止
表
示
を
再
三

要
望
す
る
も
実
現
し
な
い
。

Ａ
前
回
の
行
政
懇
談
会
の
要
望
を
受

け
、現
地
調
査
を
行
い
与
那
原
警
察
署

と
南
部
国
道
事
務
所
へ
要
望
を
行
っ
た

が
、現
在
、ゆ
ず
り
エ
リ
ア
の
路
面
標
示

や
信
号
の
長
さ
な
ど
を
変
更
で
き
な
い

か
関
係
機
関
と
調
整
中
。も
う
し
ば
ら

く
時
間
を
頂
き
た
い
。

（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
公
民
館
の
前
の
道
路
は
交
通
量

が
多
い
の
で
注
意
を
促
す
看
板
な
ど
の

設
置
を
。

Ａ
早
急
に
対
応
す
る
。

（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
オ
リ
オ
ン
通
り
が
い
つ
も
混
ん
で

い
る
。道
幅
を
広
げ
る
な
ど
検
討
は
あ

る
の
か
。

Ａ
将
来
計
画
道
路
で
12
ｍ
に
拡
幅
す

る
と
い
う
構
想
は
あ
る
が
、今
す
ぐ
実

施
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

■ 
住
環
境
と
地
域
づ
く
り

Ｑ
ね
こ
・
犬
に
よ
る
被
害
が
多
数
の

区
民
か
ら
あ
り
、強
い
憤
り
が
あ
る
。

何
度
も
要
望
す
る
が
抜
本
的
な
対
策

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。取
り
組
み
強
化

を
要
望
す
る
。

Ａ
飼
い
主
の
い
る
犬
や
猫
は
、引
き

続
き
看
板
で
の
啓
発
や
、飼
い
主
へ
の

直
接
指
導
を
行
う
。飼
い
主
の
い
な
い

犬
や
猫
は
、沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応

す
る
。　
　
　
　（
生
活
環
境
安
全
課
）

Ｑ
文
化
財
の
管
理
を
。上
之
殿
は
以

前
は
名
称
な
ど
き
れ
い
に
見
え
て
い
た

が
、現
在
は
名
称
や
説
明
書
き
な
ど
何

も
な
い
た
め
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
生
涯
学
習
振
興
課
で
早
急
に
対
応

す
る
よ
う
伝
え
る
。　
　
　（
教
育
長
）

Ｑ
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
森
下
区
に
も
で

き
な
い
か
。掲
示
板
の
予
算
も
確
保
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
は
す
ぐ
の
対
応
が

厳
し
い
。掲
示
板
に
つ
い
て
は
次
年
度

対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　（
総
務
課
）

Ｑ
県
有
地
、町
有
地
は
価
値
を
上
げ

る
と
い
う
考
え
で
先
行
投
資
し
て
い
た

だ
き
た
い
。道
路
の
整
備
ま
で
含
め
て

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
財
源
の
問
題
な
ど
具
体
的
な
解
決

策
を
検
討
し
て
い
く
。　
　 （
副
町
長
）

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
は
、授
業
参
観
な
ど
で
利
用
し
た

い
の
で
早
め
に
開
放
し
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

駐
車
場
は
原
則
と
し
て
図
書
館
利

用
者
の
た
め
の
も
の
だ
が
、授
業
参
観

な
ど
は
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
学
校
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
別

の
駐
車
場
を
確
保
す
る
な
ど
で
対
応

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

Ｑ
西
原
東
中
学
校
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ー
ド
を
生
徒
に
配
り
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
た
場
合
に
ス
タ
ン
プ
を
も

ら
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。地

域
行
事
も
自
治
会
長
が
ス
タ
ン
プ
を

押
せ
る
の
で
参
加
す
る
機
会
が
増
え

る
。与
那
原
で
も
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
？

Ａ
学
校
教
育
課
か
ら
西
原
東
中
学

校
に
確
認
す
る
。良
い
取
り
組
み
な
の

で
参
考
に
し
た
い
。　
　
　 （
教
育
長
）

児童館ファミリークラブ「KI－綱」 会 員 募 集 家庭用生ごみ処理機の無料貸出を始めました
　本会は、子どもの健全育成と児童の福祉向上に役立つ活動をボランティアの場で実践しようと発足しました。
現在、家庭保育の幼児とその家族を対象とした「バンビクラブ」、小学生から入れる「こどもエコクラブ」、母親達で結成された
「クラフトサークル」の３つのクラブが児童館を拠点として活動しています。興味がある方は、児童館に遊びに来てください。

　家庭から出るごみの約４割が生ごみです。この生ごみを減らすことがごみ減量のカギです。そこで、町では家庭用生ごみ処
理機（温風乾燥式）の効果や利便性などを体験していただき、生ごみ減量の手軽さを理解していただきながらごみの減量を
進めるため、家庭用生ごみ処理機の無料貸出しを始めました。どうぞご利用ください。

内　容▶保護者と一緒にお遊戯や
　　　　読み聞かせ、季節のイベ
　　　　ントなど。保護者対象の教
　　　　室も予定。
※活動日など詳細未定。詳しくは「あかぎ児
　童館」までお問い合わせください

活動日▶毎週火・金曜日10:30　
　　　　　　　　　　 ～（予定）
場　所▶海風児童館
内　容▶クラフトテープで作る作
　　　　品、手芸雑貨など

活動日▶毎週土曜日ほか10:30～（予定）
場　所▶あかぎ児童館集合
内　容▶与那原町内外の清掃活動や自然体験、社会
　　　　見学等のエコ活動。
対　象▶保護者も参加可能な、与那原町在住の小学
　　　　生以上
※安全管理のため、低学年は保護者同伴で活動に参加すること

あかぎ児童館  ☎945-1015・海風児童館  ☎882-8508お問い合わせ 生活環境安全課  ☎945-4688お問い合わせ

 処理機の内容
製品名▶パリパリキューブライト（島産業）
処理方法▶温風乾燥式（室内設置型）
外形寸法▶径215mm×高さ283mm
本体質量▶2.1kg
最大処理量▶約700g

 貸出期間 １カ月以内

■ 家庭用生ごみ処理機（温風乾燥式）とは？
　温風で生ごみの水分を蒸発させ乾燥させます。生ごみには多
くの水分が含まれており、生ごみ処理機を使用することで、生ご
みを乾燥させ減量・減容することができます。

 貸出台数  ３台（申込順）
※貸出が予定基数を超えた場合は、空き次第順次貸し
　出します。
 申込方法
※事前にお電話で貸出状況などをご確認のうえ、生活環
　境安全課へお越しください。
※貸出には一定の条件があますので、町ＨＰを確認いた
　だくか、お電話で問い合わせください。

■ 家庭用生ごみ処理機のメリット
● 生ごみを乾燥させるため、台所が清潔で衛生的になる。
● 雑菌の繁殖が抑えられ、生ごみの嫌なにおいやコバエの発生
　を抑える。
● 処理した生ごみを有機質肥料として利用できる。
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呼吸に意識を向け、１つ１つの
ポーズをゆっくと丁寧に行い、心
身のバランスを整えていきます。

女 性のための健康力アップ教室［4月度単発教室］

期　間▶4月21日（火）
時　間▶11:00～11:50
会　場▶2階多目的室
講　師▶屋比久隆生
　　　　　（J-SPOインストラクター）
対　象▶女性限定
定　員▶15名（先着順）
受講料▶500円（保険料込み・テキストなし）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！

夜 リラックスヨガ教室［第１期］

有酸素運動、ヨガの動きによる体力アッ
プと骨盤調整などのボディケアに加え、
赤ちゃんとママのスキンシップを基本に
ベビーマッサージ、エクササイズも！

産 後ママフィット＆ベビービクス教室［第１期］
期間▶4月10日～6月19日
　　　   （金曜日 全８回）
時間▶11:30～12:30
会場▶2F多目的室
講師▶知念康代
（日本マタニティフィットネス協会認定インストラクター）
対象▶3ヶ月程度のベビー＆ママさん
定員▶各12名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

初心者、中級者までの「卓球を
楽しむ」教室です。ベテラン指
導者がそれぞれに合わせて丁
寧にお教えします。

卓 球教室［第１期］

期間▶水曜日クラス＝4月1日～6月 3日（全7回）
　　　　金曜日クラス＝4月3日～5月22日（全7回）
時間▶10:00～12:00
会場▶アリーナ
講師▶宮城正一
対象▶一般
定員▶各10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

ゆる～り心地よい動作で関節
や筋肉を刺激し、ほぐしながら
柔軟性を高めていきます。

朝 ゆる〜りヨガ教室［第１期］

期　間▶4月10日～6月19日
　　　　   （金曜日 全8回）
時　間▶10:00～11:00
会　場▶2F多目的室
講　師▶知念康代
対　象▶一般
定　員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

期　間▶①4月7日   ②4月21日
　　　　③5月19日 ④6月2日
　　　　　　（火曜日・全４回）
時　間▶10:00～10:50（50分）
会　場▶2F多目的室
講　師▶屋比久隆生
　　　　　 （J-SPOインストラクター）
対　象▶女性限定
定　員▶15組（先着順）
受講料▶2,500円 （テキスト代・保険料込）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

重りは使わず、関節に負担をかけ
ずに健康力を向上させます。

ストレッチポールを使っ
て関節を柔らかくするス
トレッチをお伝えします。

女 性のための健康力アップ教室［第１期］(全4回クラス)

■ マット(床)でできるボディウエイトトレーニング
幼 児体操教室［第１期］

柔軟体操やマット運動・跳び箱・
鉄棒など楽しく体を動かします！

プ リザーブドフラワーアレンジメント教室［第１期］

生花のみずみずしさを長期観賞できるように加工されたプリザーブドフラ
ワーを使って壁掛けボードに可愛くリースアレンジします。ボードには
「ThankYou」と彫刻されているので、母のプレゼント最適です！

期間▶4月25日（土）
時間▶14:00～16:00
会場▶2F多目的室
講師▶新垣陽子
　　　（ガーデニングインストラクター）
対象▶一般、学生
定員▶20名(先着順)
受講料▶￥3,000（材料費込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　　定員に達し次第終了

■ 

テ
ー
マ
は
「
母
の
日
」

■ 体感！ ストレッチポール基礎トレーニング

　健康を学びながらカラダの歪みと筋肉のバランスを整える教室です。自
宅でできる効果的な方法を習得しながら、楽しくトレーニングしていきます！

　４回クラスへの参加が難しい方、教室初参加の方へおススメの教
室です。まずは気軽にご参加ください。健康について学びながら一緒
に楽しく体を動かしましょう！！

期間▶4月10日～6月19日
　　　　（金曜日 全8回）
時間▶クラス①19:15～20:15
　　　

「初級者クラス」＝ヨガ初心者や、ゆった
りしたポーズでリラックスした時間を過ご
したい方向け

「初級・中級者クラス」＝より体に負荷
をかけ、運動不足解消、柔軟性＆筋力
アップ（最後はリラックス）したい方向け

　　▶クラス②20:30～21:30

会　場▶2F多目的室
講　師▶柳　孝道
対　象▶一般

定　員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

女 性限定BODYメイク教室［第１期］

自重、トレーニングチューブ
を用いて、美脚、美尻、くび
れ作りなど…BODYメイク
の為の筋力トレーニング、そ
れを最大限に引き出すため
の食事のとり方など、大手
パーソナルトレーニングジ
ムの元インストラクターを講
師に迎えたダイエット教室！

期間▶4月9日～6月4日（木曜日 全8回）
時間▶クラス①19:15～20:15

「初心者向け」＝ダイエットを綺麗に
成功させるための食事法や基本的
な身体の動かし方を中心としたト
レーニング
▶クラス②20:30～21:30
「体力に自信がある方向け」＝より体
脂肪を燃やしやすくするために筋力
アップを中心としたトレーニング

会　場▶2F多目的室
講　師▶佐久川正之
対　象▶一般、学生
定　員▶各13名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

 与那原町観光交流施設　☎945-3335お問い合わせ

申込場所▶与那原町観光交流施設
申込方法▶（申込期間内に）電話・窓口にて受講予約→当施設
　　　　　窓口にて申込記入・受講料支払い→申込完了
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

期間▶5月7日～7月2日
　　　（木曜日  全8回）
時間▶3～4歳＝14:30～15:20
　　　5～6歳＝15:30～16:30
会場▶アリーナ半面
講師▶呉屋京辰
対象▶3歳～6歳
定員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶4月9日（木）～
　　　   　定員に達し次第終了

新型コロナウイルス感染症  [与那原町]

― 新型コロナに感染したかも…と思ったら ―

　２月14日、新型コロナウイルスの感染が沖縄県内で確認されたことを受け、与那
原町は2月15日（土）に与那原町感染症対策本部を設けて対策に取り組んでいます。

■ 町内での感染はありません
　３月12日現在、町内での感染者はなく、流行が認め
られている状況ではありません。

■ 臨時休校・閉館・イベントの中止または延期
　感染症拡大による国からの要請や県の対応も踏ま
え、与那原町では学校や幼稚園、子育て関連施設を３
月初めから中ごろまで臨時休校・休業しました。卒業
式・卒園式などは、式典の規模を縮小し、時間を短縮
して行われました。また同時期に予定されていた町主
催事業の多くが休止・中止・延期となり、多くの施設
が休館となりました。

　これらの措置は状況によって今後も行われる可能
性があります。その際は役場からの通知や放送・ＨＰ
などでお知らせします。

■ 感染予防策
　新型コロナウイルスを含む感染症は、過剰に心配
するのではなく、通常の感染症対策が重要です。私た
ちが取る対策の基本は
★ 手洗い
★ マスク着用
★ 咳エチケット　…です。

　障害者の皆さんの体力・健康維持・交流・余暇支援な
どを目的に「与那原町　Mixスポーツ教室」を開催しま
す。集団や個々でできるリズム体操や道具を使った協調
運動など、さまざまな運動に触れる機会です。どうぞご参
加ください。
対　　象 ▼与那原町在住の障害児者
開催期間 ▼５月～令和３年３月
　　　　　原則として毎月第３日曜日　14:00～15:30

場　所 ▼コミュニティーセンター集会室　ほか
参加費 ▼無料
定　員 ▼20名程度
申し込み期間 ▼４月30日（木）まで
申込方法 ▼窓口申込書記入
講　師 ▼一般社団法人琉球スポーツサポート

※この事業を支えていただけるボランティア募集してい
　ます。興味のある方は下記へお問い合わせください。

 福祉課　☎945-1525お問い合わせ

与那原町Mixスポーツ教室　参加者＆ボランティア 募 集

与那原町感染症対策本部（生活環境安全課内）  ☎945-4688お問い合わせ

37.5℃以上の発熱がある

せきなどの呼吸器症状がある

新型コロナウイルス感
染症患者との濃厚接
触歴がある

発熱やせきのほか、何ら
かの症状がある方は、自
宅で安静にされるか、お
近くの医療機関(かかり
つけ医)に相談・受診し
てください

最寄の保健所へ
ご連絡ください
（南部保健所  ☎889-6591）

以下のどれか
に当てはまる

Ａ 新型コロナ
　 ウイルス感染症患者との
　 濃厚接触歴がある
Ｂ 発症前14日以内に中国
　 湖北省または浙江省に滞
　 在していた
Ｃ 発症前14日以内に中国
　 湖北省または浙江省に
　 滞在していた人との濃厚
　 接触歴がある

せきなどの呼吸器症状がある

No

No

No NoYesYes

NoYes

Yes

Yes
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呼吸に意識を向け、１つ１つの
ポーズをゆっくと丁寧に行い、心
身のバランスを整えていきます。

女 性のための健康力アップ教室［4月度単発教室］

期　間▶4月21日（火）
時　間▶11:00～11:50
会　場▶2階多目的室
講　師▶屋比久隆生
　　　　　（J-SPOインストラクター）
対　象▶女性限定
定　員▶15名（先着順）
受講料▶500円（保険料込み・テキストなし）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！

夜 リラックスヨガ教室［第１期］

有酸素運動、ヨガの動きによる体力アッ
プと骨盤調整などのボディケアに加え、
赤ちゃんとママのスキンシップを基本に
ベビーマッサージ、エクササイズも！

産 後ママフィット＆ベビービクス教室［第１期］
期間▶4月10日～6月19日
　　　   （金曜日 全８回）
時間▶11:30～12:30
会場▶2F多目的室
講師▶知念康代
（日本マタニティフィットネス協会認定インストラクター）
対象▶3ヶ月程度のベビー＆ママさん
定員▶各12名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

初心者、中級者までの「卓球を
楽しむ」教室です。ベテラン指
導者がそれぞれに合わせて丁
寧にお教えします。

卓 球教室［第１期］

期間▶水曜日クラス＝4月1日～6月 3日（全7回）
　　　　金曜日クラス＝4月3日～5月22日（全7回）
時間▶10:00～12:00
会場▶アリーナ
講師▶宮城正一
対象▶一般
定員▶各10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

ゆる～り心地よい動作で関節
や筋肉を刺激し、ほぐしながら
柔軟性を高めていきます。

朝 ゆる〜りヨガ教室［第１期］

期　間▶4月10日～6月19日
　　　　   （金曜日 全8回）
時　間▶10:00～11:00
会　場▶2F多目的室
講　師▶知念康代
対　象▶一般
定　員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

期　間▶①4月7日   ②4月21日
　　　　③5月19日 ④6月2日
　　　　　　（火曜日・全４回）
時　間▶10:00～10:50（50分）
会　場▶2F多目的室
講　師▶屋比久隆生
　　　　　 （J-SPOインストラクター）
対　象▶女性限定
定　員▶15組（先着順）
受講料▶2,500円 （テキスト代・保険料込）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　定員に達し次第終了

重りは使わず、関節に負担をかけ
ずに健康力を向上させます。

ストレッチポールを使っ
て関節を柔らかくするス
トレッチをお伝えします。

女 性のための健康力アップ教室［第１期］(全4回クラス)

■ マット(床)でできるボディウエイトトレーニング
幼 児体操教室［第１期］

柔軟体操やマット運動・跳び箱・
鉄棒など楽しく体を動かします！

プ リザーブドフラワーアレンジメント教室［第１期］

生花のみずみずしさを長期観賞できるように加工されたプリザーブドフラ
ワーを使って壁掛けボードに可愛くリースアレンジします。ボードには
「ThankYou」と彫刻されているので、母のプレゼント最適です！

期間▶4月25日（土）
時間▶14:00～16:00
会場▶2F多目的室
講師▶新垣陽子
　　　（ガーデニングインストラクター）
対象▶一般、学生
定員▶20名(先着順)
受講料▶￥3,000（材料費込み）
申込期間▶申込受付中～
　　　　　　定員に達し次第終了

■ 

テ
ー
マ
は
「
母
の
日
」

■ 体感！ ストレッチポール基礎トレーニング

　健康を学びながらカラダの歪みと筋肉のバランスを整える教室です。自
宅でできる効果的な方法を習得しながら、楽しくトレーニングしていきます！

　４回クラスへの参加が難しい方、教室初参加の方へおススメの教
室です。まずは気軽にご参加ください。健康について学びながら一緒
に楽しく体を動かしましょう！！

期間▶4月10日～6月19日
　　　　（金曜日 全8回）
時間▶クラス①19:15～20:15
　　　

「初級者クラス」＝ヨガ初心者や、ゆった
りしたポーズでリラックスした時間を過ご
したい方向け

「初級・中級者クラス」＝より体に負荷
をかけ、運動不足解消、柔軟性＆筋力
アップ（最後はリラックス）したい方向け

　　▶クラス②20:30～21:30

会　場▶2F多目的室
講　師▶柳　孝道
対　象▶一般

定　員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

女 性限定BODYメイク教室［第１期］

自重、トレーニングチューブ
を用いて、美脚、美尻、くび
れ作りなど…BODYメイク
の為の筋力トレーニング、そ
れを最大限に引き出すため
の食事のとり方など、大手
パーソナルトレーニングジ
ムの元インストラクターを講
師に迎えたダイエット教室！

期間▶4月9日～6月4日（木曜日 全8回）
時間▶クラス①19:15～20:15

「初心者向け」＝ダイエットを綺麗に
成功させるための食事法や基本的
な身体の動かし方を中心としたト
レーニング
▶クラス②20:30～21:30
「体力に自信がある方向け」＝より体
脂肪を燃やしやすくするために筋力
アップを中心としたトレーニング

会　場▶2F多目的室
講　師▶佐久川正之
対　象▶一般、学生
定　員▶各13名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶申込受付中～定員に達し次第終了

 与那原町観光交流施設　☎945-3335お問い合わせ

申込場所▶与那原町観光交流施設
申込方法▶（申込期間内に）電話・窓口にて受講予約→当施設
　　　　　窓口にて申込記入・受講料支払い→申込完了
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

期間▶5月7日～7月2日
　　　（木曜日  全8回）
時間▶3～4歳＝14:30～15:20
　　　5～6歳＝15:30～16:30
会場▶アリーナ半面
講師▶呉屋京辰
対象▶3歳～6歳
定員▶各15名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶4月9日（木）～
　　　   　定員に達し次第終了

新型コロナウイルス感染症  [与那原町]

― 新型コロナに感染したかも…と思ったら ―

　２月14日、新型コロナウイルスの感染が沖縄県内で確認されたことを受け、与那
原町は2月15日（土）に与那原町感染症対策本部を設けて対策に取り組んでいます。

■ 町内での感染はありません
　３月12日現在、町内での感染者はなく、流行が認め
られている状況ではありません。

■ 臨時休校・閉館・イベントの中止または延期
　感染症拡大による国からの要請や県の対応も踏ま
え、与那原町では学校や幼稚園、子育て関連施設を３
月初めから中ごろまで臨時休校・休業しました。卒業
式・卒園式などは、式典の規模を縮小し、時間を短縮
して行われました。また同時期に予定されていた町主
催事業の多くが休止・中止・延期となり、多くの施設
が休館となりました。

　これらの措置は状況によって今後も行われる可能
性があります。その際は役場からの通知や放送・ＨＰ
などでお知らせします。

■ 感染予防策
　新型コロナウイルスを含む感染症は、過剰に心配
するのではなく、通常の感染症対策が重要です。私た
ちが取る対策の基本は
★ 手洗い
★ マスク着用
★ 咳エチケット　…です。

　障害者の皆さんの体力・健康維持・交流・余暇支援な
どを目的に「与那原町　Mixスポーツ教室」を開催しま
す。集団や個々でできるリズム体操や道具を使った協調
運動など、さまざまな運動に触れる機会です。どうぞご参
加ください。
対　　象 ▼与那原町在住の障害児者
開催期間 ▼５月～令和３年３月
　　　　　原則として毎月第３日曜日　14:00～15:30

場　所 ▼コミュニティーセンター集会室　ほか
参加費 ▼無料
定　員 ▼20名程度
申し込み期間 ▼４月30日（木）まで
申込方法 ▼窓口申込書記入
講　師 ▼一般社団法人琉球スポーツサポート

※この事業を支えていただけるボランティア募集してい
　ます。興味のある方は下記へお問い合わせください。

 福祉課　☎945-1525お問い合わせ

与那原町Mixスポーツ教室　参加者＆ボランティア 募 集

与那原町感染症対策本部（生活環境安全課内）  ☎945-4688お問い合わせ

37.5℃以上の発熱がある

せきなどの呼吸器症状がある

新型コロナウイルス感
染症患者との濃厚接
触歴がある

発熱やせきのほか、何ら
かの症状がある方は、自
宅で安静にされるか、お
近くの医療機関(かかり
つけ医)に相談・受診し
てください

最寄の保健所へ
ご連絡ください
（南部保健所  ☎889-6591）

以下のどれか
に当てはまる

Ａ 新型コロナ
　 ウイルス感染症患者との
　 濃厚接触歴がある
Ｂ 発症前14日以内に中国
　 湖北省または浙江省に滞
　 在していた
Ｃ 発症前14日以内に中国
　 湖北省または浙江省に
　 滞在していた人との濃厚
　 接触歴がある

せきなどの呼吸器症状がある

No

No

No NoYesYes

NoYes

Yes

Yes
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印は休館日です    
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図書館図書館 与那原町立図書館  　与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

新しく入った本

● 科学者が消える  ノーベル賞が取れなくなる日本
● 夫のトリセツ
● 都会で着こなす世界の民族衣装
● 店長がバカすぎて（本屋大賞2020ノミネート）
● ライオンのおやつ（本屋大賞2020ノミネート）
● ムゲンのi　上・下（本屋大賞2020ノミネート）
● イノベーターズ①②　

● ブラックホールってすごいやつ　国立天文台教授が教える
● マンガで体験!  人気の仕事
● 作って遊ぶ!  忍者になるおもちゃ図鑑
● 旅するこどもの英語  ニューヨーク編
● 家庭科室の日曜日  ももたろうがおおすぎる！

● ハワイと沖縄  日誌・映画、二世たち、捕虜たち
● 子どもの島沖縄  「こどものみかた」であるために
● 市場界隈  那覇市第一牧志公設市場界隈の人々

岩本　宣明
黒川　伊保子
主婦の友社
早見　和真
小川　糸
知念　実希人
ウォルター・アイザックソン

本間　希樹
おおうち　えいこ
木村　研
コンデックス情報研究所
村上　しいこ

科学技術政策
心 理 学
服 装
日本の小説
日本の小説
日本の小説
情報科学

宇 宙
職 業
工 作
英 語
日本の小説

東洋経済新報社
講 談 社
主 婦 の 友 社
角川春樹事務所
ポ プ ラ 社
双 葉 社
講 談 社

扶 桑 社
小 学 館
講談社ビーシー
成 美 堂 出 版
講 談 社

仲程 昌徳
堀川　愛
橋本　倫史

歴 史
児童福祉
商 業

ボーダーインク
日本機関紙出版センター
本 の 雑 誌 社

コンピュータの母とい
われる伯爵夫人エイ
ダ・ラブレスからGoogle
まで。コンピュータやイ
ンターネットは誰が作っ
たのかを、緻密な取材
をもとにつづる。

せんねん町の、まんね
ん小学校。家庭科
室のみんなは、こんど、
子どもの城の文化祭
で、ももたろうの劇をす
ることになり…。
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新規登録

貸出人数

貸出点数

開館日数

24人

1,288人

4,142冊

22日

2月の利用状況

与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）

４/23〜５/12　こどもの読書週間利用者カードの
有効期限の更新時期です 　2020年のテーマは「出会えたね。とびっ

きりの１冊に。」です。町立図書館では、い
ろいろな種類の本を取りそろえるとともに、
こどもたちに読書への興味を持ってもらお
うと読書通帳やオリジナルの図書紹介カー

ドの配布などを行っています。この春、みなさんにも、すてき
な本とのとびっきりの出会いが、きっとありますよ！

　年度ごとに、ご住所確認を行っておりま
す。中学生以上の方には、身分証や学生証
の提示をお願いしております。また、小学生
以下のお子様の場合は保護者の方の身分
証にてご住所を確認いたします。ご理解・ご
協力のほど、よろしくお願いいたします。
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4月

町 史 編 纂 室 よ り シーミー時期に見られる生き物と危険生物 ⑫

生涯学習振興課　町史編纂係  ☎871-9981　Fax098-871-9982お問い合わせ

　今年の４月４日は二
十四節気の清明です。
ウチナーグチではシー
ミーと呼ばれます。この
日お墓の前で門中一
同、祖先に手を合わせ
た後、ごちそうを食べて

楽しく語らうという人も多いのではないでしょうか。
　シーミー前のお墓のお掃除は、様々な生き物を観察
する絶好の機会です。草の上を走るアオカナヘビなど
は、市街地ではなかなか見かけることができません。
　一方で、あまり出会いたくない生き物と鉢合わせてし
まうこともあります。藪の中にはハブやスズバチの仲間
がいることがあります。木の幹にはクヌギカレハの幼虫
が、頭上にはアシナガバチの仲間の巣もあるかもしれま
せん。これらの生き物に出会ってしまったときは、驚かせ
ないように静かにその場を離れてください。人の気配に

気が付くと逃げていく生き物が大多数です。触れたり近
づかなければ多くの生き物
は無害です。
　また、お掃除のときは長
袖・軍手・帽子・首にタオルを
巻いて体を保護することも重
要です。

◀クヌギカレハ

アブシバレー三線漫談

  たま子とおばぁ

第22話

原作・宮川たま子　漫画・しらとたけし
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印は休館日です    

い
こうよ

▶
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ビ ◀

セグロアシナガバチの巣
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図書館図書館 与那原町立図書館  　与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

新しく入った本

● 科学者が消える  ノーベル賞が取れなくなる日本
● 夫のトリセツ
● 都会で着こなす世界の民族衣装
● 店長がバカすぎて（本屋大賞2020ノミネート）
● ライオンのおやつ（本屋大賞2020ノミネート）
● ムゲンのi　上・下（本屋大賞2020ノミネート）
● イノベーターズ①②　

● ブラックホールってすごいやつ　国立天文台教授が教える
● マンガで体験!  人気の仕事
● 作って遊ぶ!  忍者になるおもちゃ図鑑
● 旅するこどもの英語  ニューヨーク編
● 家庭科室の日曜日  ももたろうがおおすぎる！

● ハワイと沖縄  日誌・映画、二世たち、捕虜たち
● 子どもの島沖縄  「こどものみかた」であるために
● 市場界隈  那覇市第一牧志公設市場界隈の人々

岩本　宣明
黒川　伊保子
主婦の友社
早見　和真
小川　糸
知念　実希人
ウォルター・アイザックソン

本間　希樹
おおうち　えいこ
木村　研
コンデックス情報研究所
村上　しいこ

科学技術政策
心 理 学
服 装
日本の小説
日本の小説
日本の小説
情報科学

宇 宙
職 業
工 作
英 語
日本の小説

東洋経済新報社
講 談 社
主 婦 の 友 社
角川春樹事務所
ポ プ ラ 社
双 葉 社
講 談 社

扶 桑 社
小 学 館
講談社ビーシー
成 美 堂 出 版
講 談 社

仲程 昌徳
堀川　愛
橋本　倫史

歴 史
児童福祉
商 業

ボーダーインク
日本機関紙出版センター
本 の 雑 誌 社

コンピュータの母とい
われる伯爵夫人エイ
ダ・ラブレスからGoogle
まで。コンピュータやイ
ンターネットは誰が作っ
たのかを、緻密な取材
をもとにつづる。

せんねん町の、まんね
ん小学校。家庭科
室のみんなは、こんど、
子どもの城の文化祭
で、ももたろうの劇をす
ることになり…。

一  

般  

図  

書

児
童
図
書

郷
土
資
料

新規登録

貸出人数

貸出点数

開館日数

24人

1,288人

4,142冊

22日

2月の利用状況

与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）

４/23〜５/12　こどもの読書週間利用者カードの
有効期限の更新時期です 　2020年のテーマは「出会えたね。とびっ

きりの１冊に。」です。町立図書館では、い
ろいろな種類の本を取りそろえるとともに、
こどもたちに読書への興味を持ってもらお
うと読書通帳やオリジナルの図書紹介カー

ドの配布などを行っています。この春、みなさんにも、すてき
な本とのとびっきりの出会いが、きっとありますよ！

　年度ごとに、ご住所確認を行っておりま
す。中学生以上の方には、身分証や学生証
の提示をお願いしております。また、小学生
以下のお子様の場合は保護者の方の身分
証にてご住所を確認いたします。ご理解・ご
協力のほど、よろしくお願いいたします。
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▶相談日／４月17日（金） ・ ５月1日（金） ・ ５月15日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
　　　　　　　　　　　　 　 （変更する場合があります）
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／役場第１庁舎
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　
　　　　　相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

４月・５月の無料法律相談

　沖縄県国際交流・人材育成財団では令和２年度の貸与奨学
生を募集しています。貸与終了後は返還しなければなりませ
ん。

 高校奨学生
▶応募資格／沖縄県内に住所を有する者の子弟で、令和２年４ 
　　　　　　月に高等学校・専修学校高等過程などに在学し
　　　　　　ている生徒
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める提
　　　　　　出期日(おおむね４月中旬)までに学校へ提出
▶お問い合わせ／在学している学校の奨学金担当者

 大 学 など
▶対　　象／①沖縄県内に住所を有する者の子弟で、国内の
　　　　　　　大学・大学院・高等専門学校・専修学校(専門課
　　　　　　　程)在学者または令和２年４月入学予定者
　　　　　　②県出身海外移住者の子弟で、県内の大学・大
　　　　　　　学院在学または入学予定者　㈫学業・人物と
　　　　　　　もに優秀であるが経済的に修学困難と認めら
　　　　　　　れる者
▶募集期間／４月24日(金) まで

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団  ☎942-9213

貸与奨学生募集　(高校／大学ほか)

　風しんの公的な予防接種を受ける機会がなかった世代の男
性を対象に無料で抗体検査を行っています。また、抗体検査の
結果、十分な抗体がない方は、予防接種を受けることができま
す。対象者には４月以降クーポン券を送付します。
▶対象／昭和41年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性
※令和元年度対象者（昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生
まれの男性）でクーポン券未使用の方へも送付します。
※昭和37年４月２日～昭和41年４月１日生まれの男性は、希望
する方へクーポン券を発行しますので健康保険課までお問い
合わせください。

お問い合わせ  健康保険課  ☎945-6633

風しんの抗体検査・予防接種を助成します

　令和２年10月１日を期日と
して、全国一斉に国勢調査
が行われます。与那原町で
は、約8,400世帯、約20,000
人の方を漏れなく調査する
ため、調査業務に理解と熱意をもって携わっていただける国勢
調査員を広く募集いたします。
▶任用期間/令和２年８月末～10月末（予定）
▶報　　酬/調査区１区（約70世帯）あたり、約３万５千円
　　　　（受け持ち調査区数や調査世帯数により異なります）
▶応募資格／１ 原則として20歳以上の方
　　　　　　２ 責任を持って調査事務を遂行できる方
　　　　　　３ 調査内容についての秘密を保持できる方
　　　　　　４ 税務、警察、選挙に直接関係のない方
　　　　　　５ 暴力団員ではなく、暴力団・暴力団員と密接な
　　　　　　　関係のない方
▶応募方法／応募を希望される方は、与那原町役場総務課ま
　　　　　　でご連絡ください。

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

国勢調査

　与那原町のイメージキャラクターとして活動している「つ
なひきかちゃん」の誕生ストーリーなどを描いた絵本と、町
内の保育園児を中心に撮影したつなひきかちゃんオリジナ
ルテーマソングに合わせたプロモーション動画が完成しま
した。
　絵本とプロモーションＤＶＤは町内の
保育園と町立図書館に配布しています。
　また、どちらも与那原ナビYouTube
にも同時にアップロードしていますので、
そちらもご覧ください。

お問い合わせ  与那原町観光商工課  ☎945-5323

「つなひきかちゃん」の絵本と
プロモーションビデオが完成したよ！

DVD 絵　本

令和２年 調 査 員 募 集 中

　国勢調査の概要などは、国勢調査2020キャンペーンサイトを
ご覧ください。

☎945-2201　FAX946-6074
メール：toukei47baru@town.yonabaru.lg.jp

　　　 メールアドレスQRコード⇒

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの男性の皆さんへ

沖縄県国際交流・人材育成財団

固定資産課税台帳を閲覧される方へ 土地・家屋価格など帳簿の縦覧
　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者
ごとに土地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載
されています。

 閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　（所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し
等）、固定資産の処分を有する一定の者

期　間▶４月１日（水）から通年
　　　　　　　　　　　※土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

期　間▶４月１日（水）～５月１日（金） ※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できる 
　ものをご持参ください。
※縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

※閲覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できるも
　のをご持参ください。

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート

交付しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類

̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート　　③ 自賠責保険証明書
② 標識交付証明書　     ④ 所有者印鑑

● 原付第一種　50cc以下　【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下　【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下　【桃色】
● ミ ニ カ ー　50cc以下　【水色】

令和２（2020）年度  町税納期カレンダー

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

4月30日

6月  1日

6月30日

7月31日

8月31日

̶

11月2日

̶

1月4日

2月1日

3月1日

̶

4月27日

5月25日

6月25日

7月27日

8月25日

̶

10月26日

̶

12月25日

1月25日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類

●不動産公売　1件　●不動産参加差押  1件

●預金差押　57件 ●給与差押  1件 ●その他債権  5件

令和２年２月末日現在平成31年度中の滞納処分状況

令和２
（2020）年

令和３
（2021）年

令和３
（2021）年

令和３
（2021）年

IT技術で駅舎をもっと楽しもう軽便駅舎に蒸気機関車？
　軽便与那原駅舎をもっと多くの方に楽しんでいただこうと、IT技術を取り入れたタブレッ
ト機器を活用し、軽便駅舎で楽しめるアプリを制作しました。
　このアプリでは軽便鉄道として使われていた蒸気機関車や客車を見ることができたり、昔
の写真をカラーでみることができたりと、大人もワクワクする仕掛けがたくさんあります。
　また、軽便鉄道のぬりえで自分だけのオリジナル鉄道を動かすことができたり、つなひき
かちゃんと写真が撮れたりと、子どもも楽しみやすい内容です。ぜひ足をお運びください。
休 館 日▶毎週火曜　営業時間▶10:00～18:00

 軽便与那原駅舎展示資料館　☎835-8888お問い合わせ

税務課からのお知らせ

つなひきかちゃん
PR動画QR

広報
2020.4 20広報

2020.421

お 知 ら せ



▶相談日／４月17日（金） ・ ５月1日（金） ・ ５月15日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
　　　　　　　　　　　　 　 （変更する場合があります）
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／役場第１庁舎
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　
　　　　　相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

４月・５月の無料法律相談

　沖縄県国際交流・人材育成財団では令和２年度の貸与奨学
生を募集しています。貸与終了後は返還しなければなりませ
ん。

 高校奨学生
▶応募資格／沖縄県内に住所を有する者の子弟で、令和２年４ 
　　　　　　月に高等学校・専修学校高等過程などに在学し
　　　　　　ている生徒
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める提
　　　　　　出期日(おおむね４月中旬)までに学校へ提出
▶お問い合わせ／在学している学校の奨学金担当者

 大 学 など
▶対　　象／①沖縄県内に住所を有する者の子弟で、国内の
　　　　　　　大学・大学院・高等専門学校・専修学校(専門課
　　　　　　　程)在学者または令和２年４月入学予定者
　　　　　　②県出身海外移住者の子弟で、県内の大学・大
　　　　　　　学院在学または入学予定者　㈫学業・人物と
　　　　　　　もに優秀であるが経済的に修学困難と認めら
　　　　　　　れる者
▶募集期間／４月24日(金) まで

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団  ☎942-9213

貸与奨学生募集　(高校／大学ほか)

　風しんの公的な予防接種を受ける機会がなかった世代の男
性を対象に無料で抗体検査を行っています。また、抗体検査の
結果、十分な抗体がない方は、予防接種を受けることができま
す。対象者には４月以降クーポン券を送付します。
▶対象／昭和41年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性
※令和元年度対象者（昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生
まれの男性）でクーポン券未使用の方へも送付します。
※昭和37年４月２日～昭和41年４月１日生まれの男性は、希望
する方へクーポン券を発行しますので健康保険課までお問い
合わせください。

お問い合わせ  健康保険課  ☎945-6633

風しんの抗体検査・予防接種を助成します

　令和２年10月１日を期日と
して、全国一斉に国勢調査
が行われます。与那原町で
は、約8,400世帯、約20,000
人の方を漏れなく調査する
ため、調査業務に理解と熱意をもって携わっていただける国勢
調査員を広く募集いたします。
▶任用期間/令和２年８月末～10月末（予定）
▶報　　酬/調査区１区（約70世帯）あたり、約３万５千円
　　　　（受け持ち調査区数や調査世帯数により異なります）
▶応募資格／１ 原則として20歳以上の方
　　　　　　２ 責任を持って調査事務を遂行できる方
　　　　　　３ 調査内容についての秘密を保持できる方
　　　　　　４ 税務、警察、選挙に直接関係のない方
　　　　　　５ 暴力団員ではなく、暴力団・暴力団員と密接な
　　　　　　　関係のない方
▶応募方法／応募を希望される方は、与那原町役場総務課ま
　　　　　　でご連絡ください。

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

国勢調査

　与那原町のイメージキャラクターとして活動している「つ
なひきかちゃん」の誕生ストーリーなどを描いた絵本と、町
内の保育園児を中心に撮影したつなひきかちゃんオリジナ
ルテーマソングに合わせたプロモーション動画が完成しま
した。
　絵本とプロモーションＤＶＤは町内の
保育園と町立図書館に配布しています。
　また、どちらも与那原ナビYouTube
にも同時にアップロードしていますので、
そちらもご覧ください。

お問い合わせ  与那原町観光商工課  ☎945-5323

「つなひきかちゃん」の絵本と
プロモーションビデオが完成したよ！

DVD 絵　本

令和２年 調 査 員 募 集 中

　国勢調査の概要などは、国勢調査2020キャンペーンサイトを
ご覧ください。

☎945-2201　FAX946-6074
メール：toukei47baru@town.yonabaru.lg.jp

　　　 メールアドレスQRコード⇒

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの男性の皆さんへ

沖縄県国際交流・人材育成財団

固定資産課税台帳を閲覧される方へ 土地・家屋価格など帳簿の縦覧
　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者
ごとに土地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載
されています。

 閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　（所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し
等）、固定資産の処分を有する一定の者

期　間▶４月１日（水）から通年
　　　　　　　　　　　※土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

期　間▶４月１日（水）～５月１日（金） ※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できる 
　ものをご持参ください。
※縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

※閲覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できるも
　のをご持参ください。

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート

交付しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類

̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート　　③ 自賠責保険証明書
② 標識交付証明書　     ④ 所有者印鑑

● 原付第一種　50cc以下　【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下　【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下　【桃色】
● ミ ニ カ ー　50cc以下　【水色】

令和２（2020）年度  町税納期カレンダー

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

4月30日

6月  1日

6月30日

7月31日

8月31日

̶

11月2日

̶

1月4日

2月1日

3月1日

̶

4月27日

5月25日

6月25日

7月27日

8月25日

̶

10月26日

̶

12月25日

1月25日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類

●不動産公売　1件　●不動産参加差押  1件

●預金差押　57件 ●給与差押  1件 ●その他債権  5件

令和２年２月末日現在平成31年度中の滞納処分状況

令和２
（2020）年

令和３
（2021）年

令和３
（2021）年

令和３
（2021）年

IT技術で駅舎をもっと楽しもう軽便駅舎に蒸気機関車？
　軽便与那原駅舎をもっと多くの方に楽しんでいただこうと、IT技術を取り入れたタブレッ
ト機器を活用し、軽便駅舎で楽しめるアプリを制作しました。
　このアプリでは軽便鉄道として使われていた蒸気機関車や客車を見ることができたり、昔
の写真をカラーでみることができたりと、大人もワクワクする仕掛けがたくさんあります。
　また、軽便鉄道のぬりえで自分だけのオリジナル鉄道を動かすことができたり、つなひき
かちゃんと写真が撮れたりと、子どもも楽しみやすい内容です。ぜひ足をお運びください。
休 館 日▶毎週火曜　営業時間▶10:00～18:00

 軽便与那原駅舎展示資料館　☎835-8888お問い合わせ

税務課からのお知らせ

つなひきかちゃん
PR動画QR
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旧3月9日

旧3月10日

旧3月11日

旧3月12日

旧3月13日

旧3月14日

旧3月15日

旧3月16日

旧3月17日

旧3月18日

旧3月19日

旧3月20日

旧3月21日

旧3月22日

旧3月23日

旧3月24日

旧3月25日

旧3月26日

旧3月27日

旧3月28日

旧3月29日

旧3月30日

旧４月１日

旧４月2日

旧４月3日

旧４月4日

旧４月5日

旧４月6日

旧４月7日

旧４月8日
※家庭ごみや事業所・地域のイベント、ご
　み箱への設置には使用できません。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

４月１日

４月2日

４月3日

４月4日

４月5日

４月6日

４月7日

４月8日

４月9日

4月10日

4月11日

4月12日

4月13日

4月14日

4月15日

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）
・町立小中学校始業式

・町立小中学校入学式

・海外短期留学説明会（町コミュニティーセンター）

・乳児一般健診（町コミュニティーセンター）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・７か月児健康相談（町コミュニティーセンター）

・図書館休館日

・春の全国交通安全運動（～15）
・海外短期留学募集開始(学校教育課)
・図書館休館日

・１歳６か月児健診（町コミュニティーセンター）
・町立幼稚園入園式
・健康体操（町コミュニティーセンター）

・健康体操（町コミュニティーセンター）
・３歳児健診（町コミュニティーセンター）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・図書館休館日
・海外短期留学応募締切

・図書館休館日
・固定資産税１期口座振替日

・図書館休館日・固定資産税１期納期限
・１歳６か月児健診（町コミュニティーセンター）

・無料法律相談（第１庁舎）

・図書館休館日

・１歳児健康相談（町コミュニティーセンター）

・図書館休館日

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・２歳児歯科検診（町コミュニティーセンター）
・健康体操（町コミュニティーセンター）
・全国学力・学習状況調査　・無料法律相談（第１庁舎）

4月16日

4月17日

4月18日

4月19日

4月20日

4月21日

4月22日

4月23日

4月24日

4月25日

4月26日

4月27日

4月28日

4月29日

4月30日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

清明 穀雨

三月ウマチー

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ平和条約発効（1952）

URL  http://www.owjc.ac.jp
TEL（098）882-9001 FAX（098）882-8901

〒901-1304  沖縄県島尻郡与那原町東浜１番地

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
計

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
計

－ 12.2
－ 8.8
－ 11.4
－ 8.0
－ 10.0

13
25
27
19
84

－ 8.4
－ 5.9
－ 9.0
－ 4.6
－ 7.0

8
13
18
15
55

搬
入
台
数（
台
）

搬
入
量（
ｔ
）

市町名
353
705
745
541
2,344

197
321
436
370
1,324

２月 
402
773
841
588
2,604

215
341
479
388
1,423

１月 前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

お問い合わせ  南部広域行政組合　東部環境美化センター ☎946-3014

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

※「第１庁舎」は福祉センター仮庁舎の名称です

● 普及率（人口ベース）83.2%（±   0）
● 使用可能人口 16,664人（+ 32）
● 使用人口　　 12,500人（+ 33）
● 使用人口率　    75.0％（±   0）

公共下水道普及状況 （１月末現在）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 使用可能世帯数 6,918件（+ 14）
● 使用世帯数　5,003件（+ 11）
● 使用世帯率　 72.3％（±   0）

町内バス町内バス
・ 65歳以上の方
・ 障がい者手帳を   
　お持ちの方

無料

月～金　　　   実験運行中
申請は福祉課　☎945-1525まで

（公休日は除く）

お問い合わせ  総務課　☎945-2201

交通災害共済 に家族そろって加入しましょう

　沖縄県町村交通災害共済組合
は、沖縄県内の全町村で組織さ
れ、住民に対する「交通災害共済
事業」を実施しております。加入者
１人ひとりが相互扶助協力の精神
に基づき、見舞金を支給する共済
事業です。
共済掛金　１人につき500円
共済期間　令和２年４月１日
　　　　 　～令和３年３月31日
　※４月１日以降に加入の場合、  
　　受理された日の翌日からの共済期間となります。
申込方法　２月号広報に折り込まれている申込用紙に加入者 
　　名を連記し、掛金を添えて総務課へ提出してください。
　　（3月31日までは各区長・自治会長も受け付けています）

　※金融機関（銀行・農協・郵便局）での納金はできませんので
　　ご了承ください。

よりよい人生、大切な家族のために

総合ビジネス学科

児 童 教 育学 科

ビジネス心理コース
観光ホスピタリティコース

初等教育コース
心理教育・福祉教育コース

　糸満市の平和祈念公園では、
戦没者の慰霊と平和発信など
を目的に５月５日（火）・６日（水）
の２日間、平和祈念こいのぼりま
つりを行い、こいのぼり掲揚など
のイベントを行います。沖縄県平和祈念財団では、家庭で作った
平和メッセージ入りのこいのぼりを募集します。
▶形　　状／強風や悪天候に備え、筒状ではなく平面型での
　　　　　　製作を希望
▶締　　切／４月27日（月）
▶掲 揚 式／５月  ５日（火） 午前９時半
▶会　　場／平和祈念公園
　※各都道府県の慰霊塔（摩文仁・米須・真栄里、八重瀬町具
　　志頭、宜野湾市嘉数）では11時開始
▶掲揚期間／５月５日（火）まで
▶関連イベント／親子で学ぶ平和祈念堂コース・グラウンドゴル
　　　　　　　　フ交流会・手作りこいのぼり・映画上映会ほか

お問い合わせ  沖縄県平和祈念財団 ☎997-2765

第16回  平和祈念こいのぼりまつり

アスベストで発病した方・遺族対象

　沖縄米軍関連施設で働いたことのある方は、石綿(アスベス
ト)にさらされる作業に従事した可能性があります。石綿による
疾病は、数十年前の仕事でも発症します。
　米軍関連施設で仕事中に石綿にさらされたことにより、以下
の疾病にかかった場合、労災保険制度または石綿健康被害救
済制度に基づく補償または救済が受けられる場合があります。

対象となる疾病▶中皮腫・石綿肺・肺がん・良性石綿胸水　
　　　　　　　  びまん性胸膜肥厚

給 付 の 対 象▶本人・遺族

お問い合わせ  沖縄労働局基準部労災補償課  ☎868-3559

米軍基地労働者に労災補償

　与那原まちづくり推進協議会では、ごみのポイ捨てをなくし、
もっと与那原をきれいにしようと、ボランティア清掃の際のごみ
袋を無料でお渡ししております。
▶対象／与那原町内で美化清掃活動を行う団体
▶枚数／１回の開催につき、ごみ袋100枚まで

お問い合わせ  与那原まちづくり推進協議会事務局（観光商工課内） ☎945-5323

町内清掃用のごみ袋を無料でお渡しします

お問い合わせ  観光商工課 ☎945-5323

　与那原町は昨年２月に「与那原町観光実施計画」を策定し、
「住みやすさを大事にしながら振興に取り組む」ことが定めら
れています。
　そこで、町民の皆さんや町内事業所の皆さ
んの声を聞くため、アンケート調査を実施しま
す。アンケートの内容は、観光振興によるメリ
ットやデメリットなどの影響や、行政に期待す
る取り組みなどです。

観光に関する皆さんの声をお聞かせください

住民アンケート

事業者アンケート

　町民の皆さんと、町内事業所の皆さんは、
下記QRコードよりアンケートにご回答をお
願いいたします。所要時間は約10分です。
　皆さんから届いた声を反映し、よりよい施
策の実施に向けて取り組んでいきたいと思
います。

手作り作品掲揚　平和祈念公園

昭和の日
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旧3月9日

旧3月10日

旧3月11日

旧3月12日

旧3月13日

旧3月14日

旧3月15日

旧3月16日

旧3月17日

旧3月18日

旧3月19日

旧3月20日

旧3月21日

旧3月22日

旧3月23日

旧3月24日

旧3月25日

旧3月26日

旧3月27日

旧3月28日

旧3月29日

旧3月30日

旧４月１日

旧４月2日

旧４月3日

旧４月4日

旧４月5日

旧４月6日

旧４月7日

旧４月8日
※家庭ごみや事業所・地域のイベント、ご
　み箱への設置には使用できません。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

４月１日

４月2日

４月3日

４月4日

４月5日

４月6日

４月7日

４月8日

４月9日

4月10日

4月11日

4月12日

4月13日

4月14日

4月15日

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）
・町立小中学校始業式

・町立小中学校入学式

・海外短期留学説明会（町コミュニティーセンター）

・乳児一般健診（町コミュニティーセンター）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・７か月児健康相談（町コミュニティーセンター）

・図書館休館日

・春の全国交通安全運動（～15）
・海外短期留学募集開始(学校教育課)
・図書館休館日

・１歳６か月児健診（町コミュニティーセンター）
・町立幼稚園入園式
・健康体操（町コミュニティーセンター）

・健康体操（町コミュニティーセンター）
・３歳児健診（町コミュニティーセンター）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・図書館休館日
・海外短期留学応募締切

・図書館休館日
・固定資産税１期口座振替日

・図書館休館日・固定資産税１期納期限
・１歳６か月児健診（町コミュニティーセンター）

・無料法律相談（第１庁舎）

・図書館休館日

・１歳児健康相談（町コミュニティーセンター）

・図書館休館日

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・２歳児歯科検診（町コミュニティーセンター）
・健康体操（町コミュニティーセンター）
・全国学力・学習状況調査　・無料法律相談（第１庁舎）

4月16日

4月17日

4月18日

4月19日

4月20日

4月21日

4月22日

4月23日

4月24日

4月25日

4月26日

4月27日

4月28日

4月29日

4月30日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

清明 穀雨

三月ウマチー

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ平和条約発効（1952）

URL  http://www.owjc.ac.jp
TEL（098）882-9001 FAX（098）882-8901

〒901-1304  沖縄県島尻郡与那原町東浜１番地

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
計

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
計

－ 12.2
－ 8.8
－ 11.4
－ 8.0
－ 10.0

13
25
27
19
84

－ 8.4
－ 5.9
－ 9.0
－ 4.6
－ 7.0

8
13
18
15
55

搬
入
台
数（
台
）

搬
入
量（
ｔ
）

市町名
353
705
745
541
2,344

197
321
436
370
1,324

２月 
402
773
841
588
2,604

215
341
479
388
1,423

１月 前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

お問い合わせ  南部広域行政組合　東部環境美化センター ☎946-3014

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

※「第１庁舎」は福祉センター仮庁舎の名称です

● 普及率（人口ベース）83.2%（±   0）
● 使用可能人口 16,664人（+ 32）
● 使用人口　　 12,500人（+ 33）
● 使用人口率　    75.0％（±   0）

公共下水道普及状況 （１月末現在）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 使用可能世帯数 6,918件（+ 14）
● 使用世帯数　5,003件（+ 11）
● 使用世帯率　 72.3％（±   0）

町内バス町内バス
・ 65歳以上の方
・ 障がい者手帳を   
　お持ちの方

無料

月～金　　　   実験運行中
申請は福祉課　☎945-1525まで

（公休日は除く）

お問い合わせ  総務課　☎945-2201

交通災害共済 に家族そろって加入しましょう

　沖縄県町村交通災害共済組合
は、沖縄県内の全町村で組織さ
れ、住民に対する「交通災害共済
事業」を実施しております。加入者
１人ひとりが相互扶助協力の精神
に基づき、見舞金を支給する共済
事業です。
共済掛金　１人につき500円
共済期間　令和２年４月１日
　　　　 　～令和３年３月31日
　※４月１日以降に加入の場合、  
　　受理された日の翌日からの共済期間となります。
申込方法　２月号広報に折り込まれている申込用紙に加入者 
　　名を連記し、掛金を添えて総務課へ提出してください。
　　（3月31日までは各区長・自治会長も受け付けています）

　※金融機関（銀行・農協・郵便局）での納金はできませんので
　　ご了承ください。

よりよい人生、大切な家族のために

総合ビジネス学科

児 童 教 育学 科

ビジネス心理コース
観光ホスピタリティコース

初等教育コース
心理教育・福祉教育コース

　糸満市の平和祈念公園では、
戦没者の慰霊と平和発信など
を目的に５月５日（火）・６日（水）
の２日間、平和祈念こいのぼりま
つりを行い、こいのぼり掲揚など
のイベントを行います。沖縄県平和祈念財団では、家庭で作った
平和メッセージ入りのこいのぼりを募集します。
▶形　　状／強風や悪天候に備え、筒状ではなく平面型での
　　　　　　製作を希望
▶締　　切／４月27日（月）
▶掲 揚 式／５月  ５日（火） 午前９時半
▶会　　場／平和祈念公園
　※各都道府県の慰霊塔（摩文仁・米須・真栄里、八重瀬町具
　　志頭、宜野湾市嘉数）では11時開始
▶掲揚期間／５月５日（火）まで
▶関連イベント／親子で学ぶ平和祈念堂コース・グラウンドゴル
　　　　　　　　フ交流会・手作りこいのぼり・映画上映会ほか

お問い合わせ  沖縄県平和祈念財団 ☎997-2765

第16回  平和祈念こいのぼりまつり

アスベストで発病した方・遺族対象

　沖縄米軍関連施設で働いたことのある方は、石綿(アスベス
ト)にさらされる作業に従事した可能性があります。石綿による
疾病は、数十年前の仕事でも発症します。
　米軍関連施設で仕事中に石綿にさらされたことにより、以下
の疾病にかかった場合、労災保険制度または石綿健康被害救
済制度に基づく補償または救済が受けられる場合があります。

対象となる疾病▶中皮腫・石綿肺・肺がん・良性石綿胸水　
　　　　　　　  びまん性胸膜肥厚

給 付 の 対 象▶本人・遺族

お問い合わせ  沖縄労働局基準部労災補償課  ☎868-3559

米軍基地労働者に労災補償

　与那原まちづくり推進協議会では、ごみのポイ捨てをなくし、
もっと与那原をきれいにしようと、ボランティア清掃の際のごみ
袋を無料でお渡ししております。
▶対象／与那原町内で美化清掃活動を行う団体
▶枚数／１回の開催につき、ごみ袋100枚まで

お問い合わせ  与那原まちづくり推進協議会事務局（観光商工課内） ☎945-5323

町内清掃用のごみ袋を無料でお渡しします

お問い合わせ  観光商工課 ☎945-5323

　与那原町は昨年２月に「与那原町観光実施計画」を策定し、
「住みやすさを大事にしながら振興に取り組む」ことが定めら
れています。
　そこで、町民の皆さんや町内事業所の皆さ
んの声を聞くため、アンケート調査を実施しま
す。アンケートの内容は、観光振興によるメリ
ットやデメリットなどの影響や、行政に期待す
る取り組みなどです。

観光に関する皆さんの声をお聞かせください

住民アンケート

事業者アンケート

　町民の皆さんと、町内事業所の皆さんは、
下記QRコードよりアンケートにご回答をお
願いいたします。所要時間は約10分です。
　皆さんから届いた声を反映し、よりよい施
策の実施に向けて取り組んでいきたいと思
います。

手作り作品掲揚　平和祈念公園

昭和の日
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月号月号44

山里　將浩

与那原
交差点

与那原
警察署

日石
南部保健所前
バス停

南部保健所前
バス停

宮平
郵便局丸大宮平バス停

宮平バス停

兼城交差点

南風原石油

南風原町役場

総合精神保健
福祉センター

南部福祉
保健所

イオン
南風原店至

首
里

至那覇

那
覇
空
港
自
動
車
道

沖縄バス：（39）百名線（41）つきしろの町線
東陽バス：（30）泡瀬東線（37）那覇新開線（38）志喜屋線（91）城間線（南風原一日橋経由）
車で ： 那覇空港から南風原町経由与那原向け約20分

沖縄県健康づくり財団

一般財団法人 沖縄県健康づくり財団
お問い合わせ先

↓相続・遺言に関することはこちらをチェック↓

相続・遺言おきなわ .com
http://souzokuigon-okinawa.com/

相続・遺言のお悩み解決します

完全個室の相談ブース完備。
お気軽にご相談ください。（要予約）
～相続・遺言の相談は無料です～

代表司法書士   喜屋武　力 与那原町字東浜２３番地２
（ローソン与那原東浜店となり）

←QRコードか
「相続 遺言 きゃん」
で検索してアクセス

営業時間 平日AM9:00〜PM5:30TEL 882-8177

与那原町 住宅リフォーム支援事業 募集のご案内

ヒカリ塗装工業

TEL/FAX 098-911-0557
事務所：与那原町字東浜62-33（203）

最高20万
ぜひ、この機会にお問い合わせ下さい。

営業所 : 与那原町字与那原 2662

総合塗装・防水・改修工事

090-9656-8006
代表者 儀間博光（一級技能士）

補助金額工事費用の20％

沖縄県知事許可（般）第13543号

日本英語検定協会奨励賞
３年連続受賞

国･私立中高受験指導
県立上位進学校受験指導

マリンタウン東浜本校

英 検 準 会 場 登 録 団 体

町人口が２万人到達…８ページ町人口が２万人到達…８ページ

みんな元気に
　　　育ってほしい
みんな元気に
　　　育ってほしい


